
A n n u a l  R e p o r t  2 0 0 8



1

三越は335年、伊勢丹は122年と長きにわたりお客さまと向きあうことで、

そのご要望とご期待を掴み、お応えしていくという伝統を築いてまいりました。

今回の経営統合という節目にあたり、改めてその精神を心に強く刻むとともに、

お客さまと真摯に向きあい続け、お客さまに感動していただける、お客さまにとって

なくてはならない「マイデパートメントストア」となることを目標にしています。 

向きあって、その先へ。 



2

グループ企業理念  

三越伊勢丹ホールディングスアニュアルレポート2008は、三越伊勢丹グルー

プの業績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、三越

伊勢丹ホールディングスの株式購入や売却を勧誘するものではありません。

本レポートには、将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することが

ありますが、これらの情報は、現時点の当社の経営者の判断に基づいて作成し

ており、リスクや不確実性が含まれています。よって、実際の業績はさまざまな

要素により、これらの業績予測と異なりうることをご承知おきください。 

将来予測表記に対する特記事項 

アニュアルレポート2008についてのお問い合わせ先 

（株）三越伊勢丹ホールディングス  
管理本部総務部 コーポレートコミュニケーショングループ 
TEL:03(5843)6041  FAX:03(5843)6040

ステークホルダーの皆さまへ 
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グループ理念  

真摯に、しなやかに、力強く、向きあいます。 

将来にわたり、かけがえのない信頼関係を築いていきます。 

・お客さま一人ひとりと向きあいます。 

・仲間たちと向きあいます。 

・株主の皆さまと向きあいます。 

・パートナーの皆さまと向きあいます。 

・地域、社会、地球と向きあいます。 

ご要望とご期待に感動レベルのおもてなしでお応えします。  

学びあい、磨き合い、新たな価値を創造します。  

公正透明な経営を基盤に、誠意と成果でお応えします。  

顧客満足を合言葉に、最良の関係を築きます。  

ありたい未来の実現に向けて貢献します。 

グループビジョン 

お客さまの生活のあらゆる場面でお役に立つことが、私たちの喜びであり、誇りです。 

新鮮な感動と上質なサービスの提供により、世界随一の小売サービス業をめざしていきます。 

・おもてなしの「満足度」で世界随一 

・サービス、商品、店舗の「質」で世界随一 

・新たな価値の「提案力」で世界随一 

・価値をつなぐ「ネットワーク力」で世界随一 

・たゆまぬ「革新力」で世界随一 

（感動） 

（上質） 

（創造） 

（連携） 

（変革） 
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世界随一の 

小売サービス業グループの 

実現に向けて 

株式会社三越と株式会社伊勢丹は、2008年4月1日を期して共同持株会社

「三越伊勢丹ホールディングス」を設立し、新たな一歩を踏み出しました。 

このたびの経営統合の目的は、百貨店を中核事業とする両社が有する強みと

経営資源を最大限に生かすことで、お客さまの満足の最大化を実現することです。 

三越・伊勢丹はそれぞれ異なるブランド（屋号）を掲げて発展してきました。

両社の強みはそれぞれのブランドとそれをご支持くださるお客さまです。これからは

1つのグループ理念の下、ともに進化し、百貨店業を中心にお客さまにとってなく

てはならない存在になりたいと考え、そのめざす姿を「世界随一の小売サービス

業グループ」としました。 

今後は、これまで両社が培ってきた能力・資産を結集して経営のレベルを高め、

持続的・永続的な企業価値の向上を実現していきます。提供するソリューションを

高い次元に引き上げることでお客さまの満足の最大化を図り、利益を上げること

で次の投資の原資を確保し、さらにそのレベルを上げていきます。この循環こそ、

お客さま、株主さまをはじめとするステークホルダーの皆さまのご期待にお応えする

最大の還元策であると考えます。こうした理念をご理解いただき、末永いご支援を

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

代表取締役会長兼CEO 代表取締役社長兼COO

ステークホルダーの皆さまへ 
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代表取締役会長兼CEO 

武藤 信一 
代表取締役社長兼COO 

石塚 邦雄 
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トップインタビュー 

世界有数の巨大マーケットを舞台にした競争力の高い2ブランドの統合 
　～最大の統合効果をめざして～ 

三越、伊勢丹両社はともに呉服店から出発し、それぞ

れ日本の百貨店を代表する特色ある事業形態を築き

上げてきました。日本の百貨店の草分けである三越は、

335年の歴史のなかで培ってきたお客さまとの信頼関

係と固い絆が大きな強みです。とりわけ、コーポレート

メッセージ「飾る日も 飾らない日も 三越と」が表している

ように、お客さまの人生の節目を飾る「晴れの日」にふさ

わしい、上質な商品サービスの提供で他の追随を許さ

ない実績をもっています。 

一方、伊勢丹の強みは、店頭でお客さまのおっしゃる

ことを聞き取る力です。112年前の創業以来、さまざまに

時代が移るなかで常にお客さまが求めるものを具現化し、

企業スローガン「毎日が、あたらしい。ファッションの伊勢丹」

で宣言しているように、ファッションをリードする瑞 し々い

商品サービスを提供し続けてきました。 

今回の統合は、こうした「三越」「伊勢丹」の強みにさ

らに磨きをかけ、お客さまの満足度を高めることが最大

の目的です。 

 

向きあって、その先へ。 

お客さまをはじめ、多くの人々と「真摯に、しなやかに、力強く」向きあう姿勢と 

そこから生み出される新たな価値提供の約束です。 

その精神をあらためて確認し、この時代、そして次代に、どう向きあっていくべきか。 

三越伊勢丹グループの舵取りを担う、トップマネジメントの考えを伝えます。 

百貨店として、言ってみれば「不易と流行」「創造と破壊」という異なるモデルにある三越と伊勢丹が

統合することによって、東京という世界でも稀な巨大マーケットを中心においた、競争力の高い2つ

のブランドを柱とする企業体が誕生しました。その新たなポジションのもと、ライフスタイルの異なる

それぞれのお客さまのご要望に真摯に向き合うことで、「ライフ・タイム・バリュー（顧客生涯価値）」

を提供し、お応えしていくことが三越・伊勢丹グループのこれからのミッションです。［武藤］ 
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代表取締役会長兼CEO　武藤 信一 

お客さま一人ひとりの「マイデパートメントストア」に 
　～三越伊勢丹ホールディングスのめざす方向性を踏まえた課題～ 

三越伊勢丹グループは、常に上質で新しいライフスタ

イルを創造し、お客さまのさまざまな生活シーンでお役に

立つことを通じて、お客さま一人ひとりにとっての生涯に

わたる「マイデパートメントストア」となり、高収益で成長し

続ける「世界随一の小売サービス業グループ」をめざし

ます。そのために、次の施策を積極的に進めていきます。 

第1は、ブランド価値の維持・向上です。当社グループ

の最大の資産は、「三越」「伊勢丹」のブランドであり、

信頼で結ばれたそれぞれのお客さまです。お客さまが

それぞれのブランドに求めていることを再認識してブラン

ドの明確化を図り、どのように価値を高め、磨き上げてい

くかということに力を注いでいきます。 

第2は、グループ力を最大限に発揮するための営業基

盤の統合を図り、統合効果の早期創出によって百貨店

事業の売上高と利益の向上を進めます。百貨店に期待

されているのは「安全・安心」「高品質」「鮮度」であり、

確かなものが常に用意されているという「信頼」です。

これらの価値を高めていくために、先行投資を大胆に

進めていくことにしています。 

第3は、販売員一人ひとりが提供するお客さま満足

の最大化です。お客さまから真っ先にご相談いただけ

るよう高度な能力、知識、技術を身につけ、「おもてなし」

（=顧客接点）における感動レベルで世界随一となると

ともに、サービス、商品、店舗の上質さを維持することを

めざしています。「新鮮な感動と上質なサービス」は、日々

の革新努力の上にのみ生まれるものと考えており、当社

グループは、これからもお客さまのご要望やご意見を

真摯に聞き取ってお応えするために努力していきます。 

 

店頭を通じてそれぞれのブランド価値を高めることで収益を上げる一方、お互いのノウハウを共有化し、

見直すべき事業は見直し、同じ機能を統合することでコストを削減し、より一層の顧客価値の向上に

つなげるための投資の原資としていきます。［武藤］ 
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代表取締役社長兼COO　石塚 邦雄 

ライフステージの各場面でお客さまの側に立った提案を 
　～ご家族皆さまでご利用いただける百貨店へ～ 

これらのテーマに対し、統合決定後から2008年度に

かけて、カードや情報システムなどの先行投資を開始し

ています。また、銀座店増床リモデルを含む首都圏の

旗艦3店への集中投資や、新潟などの三越･伊勢丹の

併存エリアの最適化などにも着手しました。 

統合の発表以来、各方面の皆さまからの期待の大き

さを強く感じていますが、特に、三越・伊勢丹のカードの

共通使用をご要望されるお客さまが多数おられることを

認識しています。これにお応えするため、2008年秋には

アイカードにライセンスを取得したＶＩＳＡを付加するととも

に、2013年を目標としていた両社カード機能の統合を前

倒しで進めていきます。これによりハウスカードの機能を

向上するだけでなく、世界中でお使いいただけるカード

となり、お客さまの利便性が格段に向上します。 

また、三越・伊勢丹それぞれのカードをご利用いただ

いている会員の皆さまは約330万人におよんでいますが、

その利用率は極めて高く、当社グループとお客さまとを

結ぶ感度の高いコミュニケーションツールとして機能し

ています。これを大きな財産として、カード会員の皆さま

へご提供するサービスも、お買物だけでなくお客さまの

生活全般にわたって広げていきたいと考えています。

三越と伊勢丹の連携によってサービスの幅はもっと広

がっていきます。 

具体的には、お客さまに最適な資金プランを提供する

ためにファイナンシャル・プランナーをさらに増やし、伊勢

丹新宿本店や浦和店で既に行なっている保険相談業

務に加えて、証券仲介業務を開始します。さらに、三越、

伊勢丹のカルチャーサロン、トラベルサロンなどを相互に

ご利用いただくなど、ライフステージのあらゆる場面でご

家族の皆さまにこぞって使っていただくカードとなるよう、

サービスの強化・充実を図っていきます。 

 

百貨店という中立のポジション――常にお客さまの立場に立った対応――を生かし、お客さまの将来

にわたる人生設計のお手伝いをしていきたいと考えています。［石塚］ 

トップインタビュー 
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百貨店とは本来、さまざまな世代のお客さまに、それぞれ

のお客さまに合ったライフスタイル全般をご提案できる場所

です。統合を機に、あらためて百貨店の基本的な機能と

役割を踏まえて、店頭でのサービスの維持・向上とともに、

後方業務の高効率化や店舗のリモデルなどで両社の

強みを生かしたシナジー効果を発揮して、成長性と収益性

を高めていきたいと考えています。 

それとともに、私たちは、お客さまのライフステージ全般に

わたって期待にお応えする新しいソリューションの開発提

案を通じて収益を伸ばし、その利益を次の投資へと生かし、

お客さまの支持をさらに高めていくことが、株主価値の拡

大につながると考えています。長期的に株式を保有してい

ただくことにより、経営が安定し、従業員も安心してお客さ

まの満足度の向上のために専心することができます。この

ような良循環ができるよう経営の舵取りを行なっていきます。 

株主の皆さまには、今後とも一層のご理解とご支援を

お願い申し上げます。 

業界トップレベルの収益体質をめざして 
　～中期的な事業目標～ 

具体的な中期経営戦略については、2008年秋に発表

する予定ですが、統合時点において三越伊勢丹グループ

は、統合効果による百貨店事業の全体利益の底上げ、伊

勢丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店などの旗艦

店再開発による売上と利益の拡大、カード事業をはじめと

する百貨店周辺事業の拡大などにより、5年後の2013年

度に業界トップレベルの連結営業利益750億円、営業利

益率5%の目標を掲げました。これまでにお話しました施策

に加え、シェアード統合の効果によるコスト削減とともに不採

算事業を見直し、収益向上策を随時行なっていきます。 

この目標を達成するためには、今まで以上に一人ひとり

のお客さまの声に耳を傾け、ご要望を先取りしていく必要

があります。それらを実現した上で、投資家の皆さまには長

期安定的な配当を実施しつつ、利益還元を一層充実す

べく、将来的には業績連動的な配当も取り入れていくこと

を考えています。その一方で、当社グループの市場競争力

を一層向上させるための先行投資や連結有利子負債削

減による財務体質強化も、行なっていきます。 

 

この業界に新規に参入しようという事業者が出るほど、百貨店事業を魅力あるものにしたいと考えて

います。そのためにも自分たちで事業機会を創造していかなければなりません。［武藤］ 

日本の百貨店はお客さまを中心において幅広い価値をお届けし、世界でも類を見ない発展を遂げて

きました。少子高齢化、環境への関心の高まりなど時代や社会は常に変わっていますが、もともと百

貨店は間口が広く変化に対応できる業態であり、大きな変化に的確に対応してきたからこそ、今日の

発展があります。［石塚］ 

2 0 0 8年 8月 



9

これからの三越伊勢丹 

2008年4月1日 
■三越・伊勢丹の経営統合により、 
　三越伊勢丹ホールディングス誕生 

2007年 

2005年 ■東急百貨店と業務提携。 

2004年 ■岩田屋・連結子会社化。 
　名鉄百貨店と業務提携。 

2003年 

■新館完成により 
　「三越日本橋本店」 
　グランドオープン。 

1993年 ■本店「メンズ館」リモデルオープン。 

1991年 ■天津伊勢丹オープン。 

1972年 

■新光三越1号店が 
　台北に開店。 

1968年 

■本店「男の新館」オープン。 

■シンガポール伊勢丹オープン（海外1号店）。 

1960年 

1933年 

■新宿に本店オープン。 1932年 

■地下鉄「三越前」駅 開業、 
　日本橋本店地下売場と直結。 

1930年 

■銀座店開店。 

■商号を「株式会社三越」と 
　改める。 

1928年 

■「株式会社伊勢丹」設立。 

■業界初の 
　パーキングビル完成。 

1927年 

■三越ホール（現三越劇場）開設。 
　日本初のファッションショー 
　を開催。 

1914年 

■日本橋本店 
　ルネサッンス式5階新館落成。 
■ライオン像、 
　日本初のエスカレーターを設置。 

1907年 

■美術部創設（百貨店業界初）。 

1904年 

■「株式会社三越呉服店」設立。 
　「デパートメントストア宣言」を 
　行ない、日本初の百貨店となる。 

■三井高利が江戸本町一丁目に 
　呉服店「越後屋」を創業。 
　当時の商習慣になかった「店前現金売り」 
　「小裂れいかほどにても売ります」の 
　スローガンを掲げた。 

1886年 ■小菅丹治が神田旅籠町に 
　伊勢屋丹治呉服店を創業。 

1673年 
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三越伊勢丹の課題と戦略 

■ 今後のスケジュール 

首都圏旗艦3店へ 
集中投資 

併存エリア最適化 

Ⅰ 

営業基盤統合 Ⅲ 

Ⅱ 

カード戦略 
拡充・強化 

その他 

本店第六次再開発 

インフラ整備 

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012-13年度 

精度向上・効果具現化 グループ最適化 

第1ステップ 第2ステップ 第3ステップ 

新潟エリア 
体制構築 

食品 
リモデル 

業務フロー順次導入 

MD方針/計画フロー 
順次統一・運用開始 

順次業務フロー統一・統合 

新アイカード 
デビュー 

JR西日本グループと共同で出店準備 

カード機能 
プレ統合 カード順次切り替え 

増床リモデル工事 2010年秋 
グランドオープン 

システム 
統合 

MD機能 
統合 

シェアード 
統合完了 

カード機能 
統合 

2011年春 
グランドオープン 

新潟エリア 
連携強化 

アルコットとの連携強化 

その他エリアに拡大 

大規模リモデル 

伊勢丹新宿本店 

三越日本橋本店 

三越銀座店 

併存エリア 
一体運営 

情報システム 
業務フロー統合 

MD統合 

後方業務統合 

カード統合 

JR大阪 
三越伊勢丹 

Ⅳ 

※内容・時期などに関しては、2008年8月現在想定されているものであり、修正されることがあります。 

統合効果の早期創出等による百貨店事業の売上高・収益力の早期向上（特に三越） 

事業ポートフォリオの見直し（事業の選択と集中・育成） 

基本方針 

基盤整備 

・先行投資 
（カード・システム・リモデル等） 

・負の遺産の整理 
（減損・売却等） 

重点戦略 

Ⅰ 首都圏旗艦3店への集中投資 

Ⅱ 併存エリアの最適化 

Ⅲ 営業基盤の統合 

Ⅳ カード戦略の拡充・強化 

「三越」「伊勢丹」ブランドの明確化と 
ブランド価値の向上 

グループ力を最大限発揮するための 
営業基盤の統合 

店頭における販売員一人ひとりが 
提供する顧客満足の最大化 

のブランドの価値向上 

課　題 

システム 
子会社統合 

2013年度、連結営業利益750億円
を目標に、施策を進めていきます。 



これからの三越伊勢丹 

11

三越伊勢丹グループの重点戦略 

首都圏旗艦3店への集中投資 

旗艦3店への集中投資でプレステージをさらに高める 

首都圏はマーケット規模として国内最大であり、東京

23区に限っても約1兆9,000億円の百貨店売上規模が

あります。このエリアの特色として、百貨店の重要顧客

である富裕層が他の地域に比べて圧倒的に多いこと

があげられます。全国の高額納税者の54%が関東に集

まり、東京だけで45%を占めています。 

三越伊勢丹グループは、このエリアにおいて全国百貨

店で店舗売上高1位、2位の三越日本橋本店、伊勢丹新

宿本店と、日本の繁華街を代表する銀座四丁目に店舗を

構える三越銀座店の旗艦3店を有し、きわめて優位なポジ

ションにあるといえます。この東京23区のマーケットにおいて、

三越伊勢丹グループは他を圧倒するシェア33％を確保し

ています。 

その特質を最大限に生かし、一層ポテンシャルを顕

在化していくために、この3店に戦略的に大規模な投資

を行ない、お客さまのご要望とご期待にお応えできる店

づくりを積極的に進めていきます。 

伊勢丹新宿本店では、世界最高のファッションストア

の地位を磐石なものとすべく、婦人フロアのリモデルが

進行中です。 

三越銀座店は、2010年秋の完成に向けて既存の本

館と新館を一体化し、売場面積を約２倍にする増床リ

モデルを計画しています。さらに伊勢丹の業務フローを

導入しMD機能でも連携を図ることで、三越の新たな象

徴店として銀座地区一番店をめざします。 

三越日本橋本店については、食品に続いてファッショ

ン、リビングなど全館リモデルを推進し、日本最高のプレ

ステージストアとして収益面の向上を図ります。 

三越伊勢丹グループは、この旗艦3店を中心に首都

圏および東京のマーケットでさらなるシェア拡大を図って

いきます。 

「三越」「伊勢丹」ブランドの象徴である両本店を更に強化し、 
ブランド価値を高める。 

富裕層が集中する最大・最重要マーケットで、 
他社を圧倒する。 

伊勢丹新宿本店 

・第六次再開発 
・アルコットとの営業連携強化 

三越銀座店 

・2010年秋、増床リモデル 
面積約2倍、本館・新館一体構造 

三越日本橋本店 

・食品に続く、全館リモデル 
・周辺再開発との連携 

池袋 
（三越） 

恵比寿（三越） 

日本橋（三越） 

銀座 
（三越） 

新宿 
（伊勢丹） 
（アルコット） 

Ⅰ 
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全国で顧客基盤を確立し、併存エリアでもブランド価値明確化で満足度向上 

三越に伊勢丹の情報システムと業務フローを導入してレベルアップを推進 

三越伊勢丹グループでは、インフラとしての営業基盤

の統合に積極的に取り組んでいきます。こうした営業基

盤はあくまでお客さまの満足を向上させるためのインフラ

であり、統合したものを運用・活用して、はじめてその効

果が出てくるものです。 

そこでまず、三越の店頭業務に、伊勢丹の情報シス

テムと業務フローなどの営業基盤を導入し、お客さまの

要望に的確・スピーディーにお応えしていくために

PDCA（Plan－Do－Check－Action）のサイクルを回し、

サプライチェーン全体の改革を速めていきます。　 

情報システムと業務フローの統合後、両社の統一さ

れた営業基盤を活用し、スケールメリットによる「売れ筋

商品の確保」、クオリティの高い「新規プライベートブラン

ドの開発」などを促進して、お客さま満足の向上を図る

とともに、お取組先とのWIN-WIN体制の構築を通じて、

売上・収益の向上につなげます。 

2010年以降に本格稼動させる準備として、伊勢丹から

三越に人材を派遣しMDサイクルを回す基本的な考え方を

浸透させています。これらの活動基盤であるシステムをより

強化するため、2008年7月に両社のシステム子会社を統合し、

三越新潟店 

新潟伊勢丹 

併存エリアの最適化 Ⅱ 

営業基盤の統合 Ⅲ 

首都圏以外の店舗については、百貨店だけでなく郊

外ショッピングセンターとの厳しい競合環境にもさらされ

ています。これらの店舗については、お客さまのご要望

にお応えできる店づくりを進め、全国規模でも他社を圧

倒する顧客基盤を確立し、お客さまとの信頼関係を構

築していきます。 

特に、三越と伊勢丹の店舗が併存する新潟エリアでは、

営業面での連携を開始するなど一体的運営をめざしま

す。同時に、グループ化のメリットを活用し、両店舗のブ

ランドの明確化を行ない、それぞれ特色ある店舗として

お客さまのご期待にお応えすることで、両店が提供でき

る品揃えの幅を広げていきます。お客さまにとっては商

品サービスの選択肢が増えて一層満足度が高まり、そ

の相乗効果で両店の業績を高めていきます。また、2店

舗がそれぞれ持っていた後方部門を統合することで、

運営コストの削減と高効率化も期待できます。2010年ま

でに両店の一体運営化・協働による店づくりを完成させ

ていきます。その後、新潟での実績をモデルに福岡エリア

などにも適用し、それぞれ優位性を高めていく計画です。 

2011年春に予定している大阪新店については、西日

本旅客鉄道株式会社（ＪＲ西日本）の連結子会社で、

株式会社伊勢丹の持分法適用関連会社である株式

会社ジェイアール西日本伊勢丹が事業主体となって展開

していきます。本事業では、三越、伊勢丹、ジェイアール

西日本伊勢丹、JR西日本のそれぞれの強みを生かした

新しい百貨店の魅力と機能を打ち出していきます。 
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「三越伊勢丹システム・ソリューションズ」を設立しました。 

さらに、シェアードサービスなどの後方業務の統合も幅

広く実施していくことで、コスト削減を推進していきます。 

お客さまから見たカードサービスという視点はもちろん、

三越伊勢丹グループから見たときもカードは重要な位置

づけになります。 

カード統合については、2010年度実施をめどに前倒

しで計画を進めており、2009年からカードの相互乗り入

れを開始する予定です。カード統合により、三越伊勢丹

グループのカード会員は約330万口座になり、きわめて

優良な顧客基盤を有することになります。 

また、グループならびに提携百貨店を含めたカードを

合わせると、三越伊勢丹グループは約430万口座をもつ

日本最大のハウスカードを有することになります。この顧客

基盤をもとに三越と伊勢丹のカード機能、業務フローが統

合されることで、多くの情報を同じ手法で分析できるととも

にその精度が高まり、よりお客さまのご要望にあった品揃

えや店づくりが可能になると考えます。そのためにもサー

ビスの拡充を図り、お客さまにご満足いただくことで、常時

財布に入って使われるファーストカードをめざします。 

計画の 
業務フロー 

戦略の 
立案フロー 

戦略立案 
実行の 
支援体制 

最小単位： 
ブロック 

2010年春の営業基盤統合後、それらをすぐに活用できる体制をこの2年間で整え、 
速やかに統合効果を創出する。 

グループ 
企業理念 

顧客像の 
明確化 利益 

明確な付加価値 

情報システム 
BPR※への取組み 

三越の 
2009年 
春夏シーズン 
計画の策定から、 
伊勢丹 
業務フローを 
導入 

システム子会社 
2008年 
7月統合 
 
人材交流 

めざす 
方向 

経営 
計画 

年度 
計画 

品揃え  販売サービス 

環境・展開 

オペレーション 

 販促・訴求 

シーズン 
計画 

月次 
計画 

ワーク 
スケジュール 

仮説 検証 

修正 

仮説 検証 

修正 

仮説 検証 

修正 

最強の百貨店ハウスカードをお客さまのライフステージすべてに 

カード戦略の拡充・強化 Ⅳ 

※BPR（ビジネス・プロセス・リエンジニアリング） 
「機会損失（売り逃し）」と「不良在庫（売れ残り）」の削減によりお客さまのご満足の向上をめざしています。実需に対応した生産を実現する
ことで、お客さまの欲しい商品が、欲しいときに、欲しい数だけ、欲しい価格で品揃えされるという百貨店、アパレル企業の本来の役割を果た
していこうとする取組みです。 
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リ  モ  デ  ル  ～百貨店事業におけるリモデルの状況～ 

三越本店リモデル 

日本橋本店では、2005年より順次改装を行なって

いた食品フロアが2007年10月に完成し、本館地下

1階、新館地下1・2階の3層をリニューアルしました。

食にこだわりを持つ大人のお客さまが次世代を担う

トップシェフのこだわりの味を「見て、食べて、持って

帰れる」新しい食のスタイルを提案するフロアとなり、

来客数の増加につながりました。 

婦人雑貨も、2007年3月にハンドバッグとアクセ

サリー、10月に化粧品、ファッションパーツ、婦人靴の

売場をリニューアルしました。高級感のある環境で

ゆっくりお買い物をしていただけるフロアを提案して

います。 

2007年6月の地下1階食品フロアの改装におい

ては、2003年に改装を行なったメンズ館や2007年

3月の婦人服飾雑貨同様に従来のアイテム・ブランド

別からお客さまの関心度に応じた展開方法に改めまし

た。お客さまの食への関心を「作る」「食べる」「楽しむ」

の3つに分類し、更に「洋」「和」のスタイルで提案し

ました。また、有料のテイスティングカウンターや店で

販売する食材を使い、人気レストランのシェフによ

るレシピで調理実演し味わっていただくキッチンス

テージを設け、世界最高レベルのファッションストア

にふさわしいフロアに生まれ変わりました。 

2007年9月のメンズ館8階の改装においては、

2003年オープン以来お客さまから寄せられたご要望

にお応えした店作りを行ない、お客さまがオフの時に

快く過ごすためのアイテムの充実やスパ、フラワーギ

フト、カフェなど、ご来店時にくつろげる空間を新設し

ました。 

伊勢丹本店リモデル 

食品フロア 

食品フロア 

婦人雑貨 

メンズ館 

カフェ エ シュクレ 
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コーポレート・コミュニケーション 

三越伊勢丹グループは、お客さま、従業員、株主、お取組先、地域社会といったステークホルダーと良好な関係を構築すると

ともに、株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、法律上の機能制度を整備、強化し、経営機構改革と併せてコーポ

レート・ガバナンス改革を推進します。また、企業の社会的責任を果たすという観点から、企業活動の透明性を高めるととも

にコンプライアンス経営に徹し、ステークホルダーの皆さまから信頼される企業グループをめざし経営の意思決定の迅速化、

経営監督機能の強化ならびに内部統制システムの充実などに継続的に取り組んでいきます。 

●統合を記念して、 
　チャリティキャンペーンを開催しました。 

●三越･伊勢丹共同キャンペーン 
　「チャリティTシャツ展」 

三越伊勢丹グループ　CSR方針 

チャリティ活動を通じ、自然保護、環境保護に貢献しています。 

2008年4月1日、三越伊勢丹ホールディングスの誕生を記念し、
「KISS THE EARTH 地球のために 子供たちのために WWF
チャリティキャンペーン」を、国内32店舗で開催しました。 
自然保護、環境保護に貢献するという観点から、ジャイアント
パンダとホッキョクグマをモチーフにしたオリジナルベアブリック
のストラップとピンバッチ（各300円）を販売し、うち100円を
WWF（世界自然保護基金）ジャパンに寄付しました。 
寄付金総額は合計で24,037,100円となり、WWFジャパンを
通じて「違法な森林伐採
の防止」や「密猟や密輸の
防止」「地球温暖化防止」
の活動に役立てられます。 

石塚社長（左）より、 
WWFジャパン 
徳川会長へ目録を授与 

※モア･トゥリーズ…2007年7月
に坂本龍一氏ら5名の発起人
と各界100人以上の賛同
人を得て設立。「もっと木
を」という想いが込めら
れた有限責任中間法人。 

2008年5月から6月、世界で活躍する国内外40ブランドのデ
ザイナーから、メッセージをこめたイラストを寄せていただき、そ
れをプリントしたチャリティTシャツ展「Bonds with Designers
（ボンズ･ウィズ・デザイナーズ）」を、新宿伊勢丹・JR京都伊勢丹・
日本橋三越等6店舗で開催しました。受注販売したTシャツ（5,000
円）売上の収益金が日本の森林や海外の熱帯雨林の再生
に役立てられます。 
このキャンペーンでは合計18,603枚のTシャツが販売され、
総額35,468,994円を、有限
中間法人「モア･トゥリーズ」※

に寄付しました。 

・チャリティ 
・環境ビジネス 
・少子高齢化ビジネス 

etc.

・災害援助 
・フィランソロピー
／メセナ　　etc.

B.事業を通じた社会貢献 

コンプライアンス 

コーポレート 
ガバナンス 

リスク 
マネジメント 

人事雇用 
施策 

環境対策 

C.事業外の社会貢献 
（慈善的貢献） 

A.企業として 
絶対果たさなければならない責任 

企業理念 

コーポレートコミュニケーション 

品質・ 
安全対策 

内部統制 

当社グループの企業理念には、「社会の

お役に立つことで、信頼関係を築いて

いくこと」というCSRの要素が既にう

たわれています。三越･伊勢丹がこれ

までに取り組んできたCSRの考え方

と同様に、「グループ企業理念の実践

＝CSR活動」を基本とし、社会の課題

に向きあって、企業活動を通じてその解

決に貢献することで、かかわりのあるすべ

ての人 （々ステークホルダー）のその先（未来）

を豊かにしていきたいと考えています。 
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当グループは、監査役会設置会社の形態をとっており、

取締役会の諮問機関として社外取締役を中心に構成さ

れる指名報酬委員会を設置し、ガバナンスの透明性を

確立しています。さらに、執行役員制度を採用し業務執

行の効率化を図るとともに、意思決定の迅速化を図る

ために経営戦略会議を設置しています。この会議では、

グループにおける経営資源の適切な配分と事業計画の

立案と推進を行なっています。 

株式会社三越伊勢丹ホールディングスは、グループ理念

においてステークホルダーに対する姿勢をうたいつつ、世

界随一の小売サービス業というグループビジョンの実現に

向けた取組みを通じて、健全かつ透明性の高いグループ

経営と企業価値の最大化を図り、業務の適正を確保する

ための右のような9つの体制を整備しています。 

全従業員が法令および定款に準じ職務を行なう体制づくり
を進めています。「取締役会規程」に則り月1回取締役会を定
例開催し、取締役間の意思疎通を図るとともに相互に業務執
行を監督し、法令定款違反行為を未然に防止しています。 
また、管理本部にコンプライアンスに関する所管部署・担当
を設置し、内部統制・法令遵守体制の維持・向上を図ってい
ます。内部監査部門として独立した専門部署を設置し、各部
門と連携しながら業務遂行の適法性・妥当性等を監査してい
ます。 
そのほか、内部通報･相談窓口として、「三越伊勢丹グルー
プホットライン」を設置し、当グループの従業員からの通報・相
談に対して、グループ内コンプライアンスの視点から、是正措置・
再発防止策の策定と実施を行なっています。 
 

■ コンプライアンス 

優先的に対応すべきリスクを選定し、リスク発現を未然に
防止する体制を整えています。また、リスク発生の際に迅速に
対応できる社内横断的な管理体制を整備し、損害の拡大、
二次被害の防止、再発の防止に努めています。 

■ リスクマネジメント 

適正な財務報告を確保するための全社的な方針や手続
きを示すことで、適切な運用を図っています。また、財務報告
の重要な事項に誤りが発生することを防止する体制を整えて
います。さらに財務報告内容をモニタリングするとともに把握さ
れた内部統制上の問題が適時・適切に報告されるよう図っ
ています。 

■ 財務報告に係る内部統制 

〈内部統制関係図〉 

株主総会 

取締役会 
監査役 

内部監査室 

監査役会 
指名報酬委員会 

代表取締役会長兼CEO

代表取締役社長兼COO

経営戦略会議 

各本部 

各部門 

各委員会 

1. コンプライアンス体制 
2. リスクマネジメント体制 
3. 財務報告に係る内部統制体制 
4. 情報保存管理体制 
5. 効率的職務執行体制 
6. グループ会社管理体制 
7. 監査役スタッフに関する事項 
8. 監査役への報告に関する体制 
9. 監査役監査の実効性確保に関する体制 
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三　越・・・2008年2月期／伊勢丹・・・2008年3月期 

三越伊勢丹　At a Glance

三越伊勢丹売上高合計　1兆5,597億円 
■ 2008年2・3月期三越･伊勢丹事業の種類別セグメントのシェア 

百貨店業　合計　 
86.0%

百貨店業　合計　 
81.9%

（株）三越 
50.6%（株）伊勢丹 

32.1%

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

売上高合計の内訳 営業利益合計の内訳 
その他事業　合計 6.2%

不動産管理業　合計 3.3%

クレジット・金融業　合計 0.9%

小売専門店業　合計 3.6%

その他16社

（株）静岡伊勢丹

イセタン（シンガポール）

（株）新潟伊勢丹 

（株）岩田屋 

 

 

合計 

3.9%
1.7%
1.8%
2.6% 
7.3%

1,440,234

その他事業　合計 3.8%

不動産管理業　合計 4.1%

クレジット・金融業　合計 8.9%

小売専門店業　合計 1.3%

● 百貨店業　　22社 

伊勢丹本店 

三越日本橋本店 

クィーンズ伊勢丹 

〈連結子会社〉 

（株）伊勢丹・（株）三越・（株）静岡伊勢丹・（株）新潟伊勢丹・（株）岩田屋・上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司・

天津伊勢丹有限公司・上海錦江伊勢丹有限公司・成都伊勢丹百貨有限公司・瀋陽伊勢丹百貨有限公司・

イセタン（シンガポール） Ltd.・イセタン（タイランド）Co., Ltd.・イセタン･オブ･ジャパン Sdn.Bhd.・

フランス三越S.A.S・英国三越LTD・英国三越レストランLTD.・イタリア三越S.p.A．・ドイツ三越GmbH.・

スペイン三越S.A.・米国三越INC.・三越企業有限公司（香港）・三越レストランサービス（香港）LTD.

● クレジット･金融業　　3社 

会社名 

（株）伊勢丹アイカード 

（株）井筒屋ウィズカード 

（株）三越保険サービス 

合計 

売上高 

13,461
1,246

719
15,426

（単位：百万円） 

● 小売･専門店業　　2社 

会社名 

（株）クイーンズ伊勢丹 

（株）マミーナ 

合計 

売上高 

52,338
8,243

60,581

（単位：百万円） 

● 不動産管理業　　8社 

会社名 

（株）三越環境デザイン 

（株）三越環境ビル管理 

名古屋ビルサービス（株） 

（株）伊勢丹ビルマネジメント 

サービス 

（株）三越不動産 

その他3社 

合計 

売上高 

17,424
13,227
8,767

8,537
5,513
1,335

54,803

（単位：百万円） 

● その他事業 

 

合計 

 

103,437

※売上高合計、営業利率合計は、2社の業績の単純合計です。 

※セグメント別売上高には、内部売上高、振替高を含む。 

新アイカード（2008年11月より新たな
デザインに随時切り替えていきます。） 
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百貨店業 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

三越グループの概況 

三 越  

三越グループは主力である百貨店事業において先行き不透明な経済情

勢からくる個人消費低迷や改装投資効果の遅れなどにより売上が伸び悩み、

利益計画から乖離しました。 

その結果、2008年2月期の売上高は7,739億6千4百万円（前期比

96.2％）、営業利益は84億5千5百万円（前期比67.0％）、経常利益は

122億5千8百万円（前期比72.0％）、当期純利益は44億2千7百万円

（前期比34.2％）となりました。 

2008年2月期は、これまでの「新三越モデル」をさらに進化させ、急速に変

化するマーケットの中で当社が成長発展するための施策としてさまざまな取り

組みを行ないました。特にお客様のご満足を最大限に高めるため、売場に

おいて必要な仕事の内容を整理した「売場運営モデル」を定着させることで、

「重点売場・重点ゾーン※」の業績拡大をめざしました。 

重点売場での売上高は計画比95.6％　前期比99.3％と計画・前年ともに

下回りましたが、重点売場の中でもファッションパーツやベーシックカジュアル、

菓遊庵など、計画・前年ともに大きく上回る売場もあり、下半期だけで見ると

前期比101.8％と回復しつつあります。 

店舗改装は既存14店舗において59億円余の投資を行ないました。投資

売場の売上高は前年を大きく上回ったものの計画に対しては一部未達成

のものもありました。 

中でも本店は、三越ブランドの象徴として段階的に服飾雑貨売場、地下食

品売場をリニューアルし、同時にバリアフリー対応を行なうなど、よりハイグレー

ドなおもてなし空間の実現を進めました。 

一方、物流体制の改革、後方業務の集約化、入札などによる購買改革を

継続して実施したことにより、販売管理費は前期比96.1％となり、コスト削減

策の効果が表れています。 

これらの結果、百貨店業の売上高は7,379億円（前期比96.3％）、営業利

益は58億円（前期比59.2％）となりました。 

■ 百貨店業の売上高 

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2
0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000
（百万円） 

852,729
807,060

766,226 737,931

■ 百貨店業の営業利益の推移 

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2
0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000
（百万円） 

12,136 11,850

9,966

5,897

…自主編集により三越らしさを出す商品構成を行う売場 
…重点売場を核として、テイストを同じにするブランドを周りに配置したコーナー 

重点売場 
重点ゾーン 

※ 
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■ 不動産管理業の売上高 

■ 不動産管理業の営業利益の推移 

不動産管理業 

不動産管理業においては、（株）三越環境デザインがホテルなどの大型物

件を受注するなど、外部顧客に対する売上高が好調に推移しました。また当

社から管理受託した清掃業務や駐車場業務では、高質なサービスを提供

し三越ブランドの価値向上に貢献しました。 

以上の結果、売上高は224億円（前期比102.5％）、営業利益は15億円

（前期比94.1％）となりました。 

その他事業 

2007年4月に（株）二幸、名古屋ビルサービス（株）のレストラン事業を分割し、

株式の一部をロイヤルホールディングス（株）に売却しました。この分割により、

三越とロイヤルホールディングス（株）が持つノウハウを融合することで更なる

顧客満足度向上を進めていきます。また、日本郵政（株）との取組みとして持

株会社を設立し、2007年11月に（株）ＪＰパートナーズの事業を開始しました。 

2005/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

1,681 2,304 1,596 1,502

2006/2 2007/2 2008/2
0

30,000

20,000

10,000

（百万円） 

（百万円） 

15,441 16,268

21,876 22,419

■ その他事業の売上高 

■ その他事業の営業利益の推移 

2005/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

1,458 1,434 1,136 1,083

2006/2 2007/2 2008/2
0

20,000

15,000

10,000

5,000

（百万円） 

（百万円） 

19,611
18,681

16,017

13,613

※セグメント別売上高には、内部売上高、振替高を除く。 
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事業別売上高　（連結） （単位：百万円） 

百貨店業 

不動産管理業 

その他事業 

合計 

852,729

15,441

19,611

887,782

2 0 0 5年2月 

807,060

16,268

18,681

842,009

2 0 0 6年2月 

766,226

21,876

16,017

804,120

2 0 07年2月 

737,931
22,419
13,613

773,964

2 0 0 8年2月 

※セグメント間の取引については相殺消去しています。 

※2007年2月期、2008年2月期の（株）三越の売上高には、業務提携や業務支援等に伴う収入が含まれています。 

主な百貨店事業　会社別売上高 （単位：百万円） 

（株）三越 

フランス三越 S.A.S. 

英国三越 LTD. 

イタリア三越 S.p.A. 

ドイツ三越 GmbH 

スペイン三越 S.A 

米国三越 INC. 

三越企業有限公司（香港） 

833,870

2,543

2,961

1,939

1,212

491

3,361

6,732

2 0 0 5年2月 

787,774

2,413

2,794

1,978

1,150

536

4,253

7,693

2 0 0 6年2月 

747,982

2,756

2,589

2,249

1,199

551

4,229

6,776

2 0 07年2月 

729,396
2,327
1,893
2,017
1,039

508
2,946

-

2 0 0 8年2月 

（百万円） 

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■不動産管理業 

■■その他事業 

■百貨店業 

1000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

■ 事業別売上高 

連結 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

セグメント情報 

三 越  
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店別売上高 （単位：百万円） 

日本橋本店 

新宿アルコット店 

銀座店 

池袋店 

横浜店 

千葉店 

新潟店 

仙台店 

札幌店 

名古屋栄店 

星ヶ丘店 

大阪店 

倉敷店 

広島店 

高松店 

松山店 

福岡店 

鹿児島店 

合計 

290,851

27,256

59,574

26,890

22,395

31,117

21,929

39,831

47,667

82,251

21,679

23,738

8,732

19,079

27,641

24,510

46,324

12,399

833,870

2 0 0 5年2月 

290,667

19,096

60,178

26,047

7,026

29,601

21,331

37,173

43,901

98,896

20,383

4,651

2,508

18,439

25,920

24,207

46,053

11,689

787,774

2 0 0 6年2月 

272,887
19,839
53,722
24,174

-
28,300
19,821
38,788
38,987
89,562
21,028

-
-

17,626
26,675
22,611
44,660
10,707

729,396

2 0 0 8年2月 

品目別売上高 （単位：百万円） 

衣料品 

身廻品 

雑貨 

家庭用品 

食料品 

その他 

合計 

283,980

104,750

134,573

53,175

212,984

44,405

833,870

2 0 0 5年2月 

265,571

105,691

129,598

46,445

194,427

46,039

787,774

2 0 0 6年2月 

278,437

19,931

59,928

24,517

-

28,853

21,010

36,213

41,472

93,439

20,789

-

-

18,095

26,021

23,293

44,936

11,042

747,982

2 0 07年2月 

251,699

100,943

127,556

41,726

186,435

39,620

747,982

2 0 07年2月 

247,066
100,443
115,983
38,866

187,519
39,517

729,396

2 0 0 8年2月 

セグメント情報 

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

（%） 

■■食料品 

■身廻品 

■雑貨 

■■家庭用品 

■■その他 

■衣料品 

0

20

40

60

80

100

■ 店別売上高比率 （2008年2月期） ■ 品目別売上高比率 

単体 

■日本橋本店 

■仙台店 

■■札幌店 

■福岡店 

■■銀座店 

■名古屋栄店 

■■その他 

37.4%
5.3%
5.3%
6.1%
7.4%

12.3%

26.2%
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■ 販売管理費及び一般管理費 

■連結 
（単位：百万円） 

売上高 

売上総利益 

販売管理費及び一般管理費 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

887,782

243,228

228,013

15,214

16,898

△ 4,067

2 0 0 5年2月 

842,009

230,208

214,936

15,272

19,943

9,088

2 0 0 6年2月 

773,964
206,477
198,022

8,455
12,258

4,427

2 0 0 8年2月 

■単体 
（単位：百万円） 

売上高 

売上総利益 

その他の営業収入 

営業総利益 

販売管理費及び一般管理費 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

833,870

219,295

-

-

204,467

14,828

9,624

△ 8,698

2 0 0 5年2月 

787,774

207,968

-

-

193,664

14,303

10,820

409

2 0 0 6年2月 

804,120

218,652

206,034

12,617

17,019

12,936

2 0 07年2月 

747,982

197,653

-

-

185,264

12,338

9,002

△ 1,671

2 0 07年2月 

729,396
191,543

-
-

182,088
9,455
6,965

△ 3,027

2 0 0 8年2月 

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

■ 営業利益 

■ 経常利益 

■連結 
■単体 

■ 当期純利益 

■連結 
■単体 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

-10,000

0

10,000

20,000

収益性／成長性 

三 越  
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2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■ 売上高総利益率 

■連結 
（%） 

売上高総利益率 

売上高販管比率 

売上高営業利益率 

売上高経常利益率 

27.4

25.7

1.7

1.9

2 0 0 5年2月 

27.3

25.5

1.8

2.4

2 0 0 6年2月 

26.7
25.6

1.1
1.6

2 0 0 8年2月 

売上高総利益率 

売上高販管比率 

売上高営業利益率 

売上高経常利益率 

26.3

24.5

1.8

1.2

2 0 0 5年2月 

26.4

24.5

1.8

1.4

2 0 0 6年2月 

27.2

25.6

1.6

2.1

2 0 07年2月 

26.4

24.8

1.7

1.2

2 0 07年2月 

26.3
25.0

1.3
1.0

2 0 0 8年2月 
■単体 

（%） 

■連結 
■単体 

■ 売上高営業利益率 

■連結 
■単体 

■ 売上高経常利益率 

(%) (%)

0

0.5

1.0

1.5

2.0

0

25

30

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■連結 
■単体 

(%)

0

0.5

1.5

1.0

2.0

2.5
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■ 総資産 

■連結 

総資産　（百万円） 

純資産　（百万円） 

総資産営業利益率（%） 

総資産経常利益率（%） 

636,879

129,025

2.4

2.7

2 0 0 5年2月 

597,349

140,018

2.6

3.2

2 0 0 6年2月 

570,727
159,233

1.5
2.1

2 0 0 8年2月 

総資産　（百万円） 

純資産　（百万円） 

総資産営業利益率（%） 

総資産経常利益率（%） 

558,582

106,885

2.7

1.8

2 0 0 5年2月 

529,539

106,889

2.7

2.0

2 0 0 6年2月 

577,672

162,840

2.2

2.9

2 0 07年2月 

507,173

103,019

2.4

1.7

2 0 07年2月 

504,212
97,837

1.9
1.4

2 0 0 8年2月 
■単体 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

■ 純資産 

■ 総資産営業利益率 ■ 総資産経常利益率 

（百万円） （百万円） 

(%)

■連結 
■単体 

(%)

■連結 
■単体 

0

400,000

300,000

200,000

100,000

500,000

600,000

700,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

0

1

2

3

0

2.0

1.5

2.5

3.0

3.5

効率性／安定性 

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

三 越  
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● 自己資本利益率（ROE)＝当期純利益÷期首･期末平均純資産×100（％） 

● 流動比率＝流動資産÷流動負債×100（％） 

■ 有利子負債 
（百万円） 

（百万円） 

■ 自己資本利益率（ROE） 

■連結 
（単位：百万円） 

自己資本利益率（ROE）　（%） 

流動比率　（％） 

有利子負債　（百万円） 

有利子負債依存度　（％） 

△ 3.1

65.5

231,337

36.3

2 0 0 5年2月 

6.8

46.6

209,886

35.1

2 0 0 6年2月 

2.8
43.0

171,765
30.1

2 0 0 8年2月 

自己資本利益率（ROE）　（%） 

流動比率　（％） 

有利子負債　（百万円） 

有利子負債依存度　（％） 

△ 7.8

62.9

196,563

35.2

2 0 0 5年2月 

0.4

47.0

194,994

36.8

2 0 0 6年2月 

8.6

48.4

171,371

29.7

2 0 07年2月 

△ 1.6

43.6

173,354

34.2

2 0 07年2月 

△ 3.0
38.5

180,448
35.8

2 0 0 8年2月 
■単体 

（単位：百万円） 

■ 流動比率 
(%)

■ 有利子負債依存度 
(%)

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 
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20

40
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80

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

-5

0

5

10

0

30

35

40

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■連結 
■単体 
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■ 設備投資 

■連結 

設備投資 

　（株）三越 

　　日本橋本店 

　　名古屋栄店 

　　銀座店 

　　札幌店 

　　仙台店 

　　高松店 

　　武蔵村山店 

　　名取店 

　　大阪店 

　　その他 

　米国三越INC. 

　（株）エム・ロジスティック・ソリューションズ 

　（株）三越情報サービス 

　その他 

減価償却費 

35,136

34,518

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

618

11,643

2 0 0 5年2月 

13,339

12,569

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

770

12,752

2 0 0 6年2月 

23,516
21,241
8,412

663
2,129

754
1,029

-
-
-

3,124
5,130
1,224

340
159
549

11,336

2 0 0 8年2月 

設備投資 

減価償却費 

34,518

10,610

2 0 0 5年2月 

12,569

11,865

2 0 0 6年2月 

21,241
10,713

2 0 0 8年2月 
■単体 

（単位：百万円） 

■ 減価償却費 
（百万円） （百万円） 

（単位：百万円） 

22,585

20,778

5,405

1,573

1,450

731

904

1,545

1,997

2,020

50

5,103

148

802

349

505

11,071

2 0 07年2月 

20,778

10,323

2 0 07年2月 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

設備投資／投資指標 

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

※減価償却費は、2008年3月期より無形固定資産に対する投資を含んでいます。 

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

三 越  
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■ １株当たり当期純利益（EPS)

■連結 

１株当たり当期純利益（EPS)　（円） 

１株当たり純資産額（BPS)　（円） 

期中平均株式数　（千株） 

△ 8.60

261.36

493,151

2 0 0 5年2月 

18.24

283.92

492,909

2 0 0 6年2月 

8.99
321.40

492,575

2 0 0 8年2月 

１株当たり当期純利益（EPS)　（円） 

１株当たり純資産額（BPS)　（円） 

期中平均株式数　（千株） 

△ 17.64

216.77

493,239

2 0 0 5年2月 

0.83

216.85

492,996

2 0 0 6年2月 

26.45

329.85

492,769

2 0 07年2月 

△ 3.39

209.01

492,856

2 0 07年2月 

△ 6.15
198.55

492,662

2 0 0 8年2月 
■単体 

（単位：百万円） 

■ １株当たり純資産額（BPS)
（円） （円） 

（単位：百万円） 

-20

-10

0

10

20

30

0

100

50

150

200

250

300

350

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 
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株価収益率（PER） （倍） 

連結売上高 

個別売上高 

連単倍率（売上高)　(倍） 

1株当たり当期純利益 

配当性向　(%)

-

887,782

833,870

1.06

△ 8.60

-

2 0 0 5年2月 

36.5

842,009

787,774

1.07

18.24

16.4

2 0 0 6年2月 

47.1
773,964
729,396

1.06
8.99
33.4

2 0 0 8年2月 

株価収益率（PER）　（倍） 

1株当たり当期純利益 

配当性向　(%) 

1株当たり配当金　　(円） 

-

△ 17.64

-

3.00

2 0 0 5年2月 

801.2

0.83

361.3

3.00

2 0 0 6年2月 

20.8

804,120

747,982

1.08

26.45

11.3

2 0 07年2月 

-

△ 3.39

-

3.00

2 0 07年2月 

-
△ 6.15

-
3.00

2 0 0 8年2月 
■単体 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

■ 配当性向 
(%)

■ 連単倍率(売上高) ■ 株価収益率（PER） 
(倍)(倍)

0.0

1.0

1.2

0

20

40

60

80

800

0

20

10

40

30

400

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2 2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

■連結 

三 越  

投資指標／従業員の状況 
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■ キャッシュ･フロー 

■連結 

営業活動によるキャッシュ･フロー 

投資活動によるキャッシュ･フロー 

財務活動によるキャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増加額 

現金及び現金同等物の増加額期首残高 

現金及び現金同等物の期末残高 

28,717

△ 25,303

5,612

△ 37

8,989

19,257

28,247

2 0 0 5年2月 

13,286

1,750

△ 20,596

277

△ 5,281

28,247

22,965

2 0 0 6年2月 

21,911

12,157

△ 40,099

147

△ 5,882

22,965

17,082

2 0 07年2月 

14,266
△ 11,464
△ 1,149
△ 76
1,576

17,082
18,658

2 0 0 8年2月 

■営業活動によるキャッシュ･フロー 
■投資活動によるキャッシュ･フロー 
■■財務活動によるキャッシュ･フロー 

（百万円） 

（単位：百万円） 

-50,000

-40,000

-30,000

-20,000

-10,000

0

10,000

20,000

30,000

2005/2 2006/2 2007/2 2008/2

■ 従業員の状況 

＜連結＞ 

従業員数　（名） 

人件費　（百万円） 

 

＜単体＞ 

従業員数　（名） 

　男性 

　女性 

　臨時社員を含む 

 

人件費　（百万円） 

労働分配率　（％） 

1人当たり売上高　（千円） 

 

売場面積　（m2） 

１m2当たり売上高　（千円） 

11,425

86,116

7,904

4,256

3,648

69,791

54.3

74,445

554,687

1,508

2 0 0 5年2月 

9,903

78,513

6,924

3,844

3,080

63,759

51.4

75,874

527,069

1,441

2 0 0 6年2月 

9,610

75,659

6,714

3,717

2,997

61,787

52.2

72,959

542,591

1,382

2 0 07年2月 

9,195
72,506

6,541
3,588
2,953

61,819
53.7

71,694

545,309
1,324

2 0 0 8年2月 
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（単位：百万円） 

流動資産 

現金及び預金  

受取手形及び売掛金  

たな卸資産  

繰延税金資産  

その他  

貸倒引当金 

   

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 

土地 

建設仮勘定 

その他 

   

無形固定資産 

借地権 

   

投資その他の資産 

投資有価証券 

長期貸付金 

差入保証金 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産合計 

資産の部 

146,729
30,343

53,005

42,305

11,931

9,628

△ 484

490,150
386,559

114,214

251,178

11,651

9,514

9,036
9,036

94,554
30,808

10,508

47,206

168

7,632

△ 1,770

636,879

2 0 0 5年2月 

111,321
23,162

38,053

37,627

2,527

10,087

△ 134

486,027
376,495

117,127

249,736

1,550

8,081

9,459
9,459

100,073
41,828

10,856

41,337

191

7,512

△ 1,653

597,349

2 0 0 6年2月 

104,768
17,230

34,865

39,103

4,060

9,615

△ 106

472,903
352,340

107,769

232,987

4,419

7,164

9,001
9,001

111,562
55,836

10,991

38,981

111

7,065

△ 1,425

577,672

2 0 07年2月 

103,667
19,548
34,554
38,587

2,787
8,312
△ 121

467,059
346,672

99,459
231,812

9,289
6,110

9,652
9,652

110,734
50,724
11,406
40,101

122
9,643

△ 1,264

570,727

2 0 0 8年2月 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

連結貸借対照表 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

三 越  
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（単位：百万円） 

流動負債 

支払手形及び買掛金 

1年以内償還新株予約権付社債 

短期借入金 

未払金 

未払法人税等 

前受金 

商品券 

預り金 

繰延税金負債 

ポイント費用引当金 

その他 

固定負債 

新株予約権付社債 

長期借入金 

繰延税金負債 

退職給付引当金 

その他 

負債合計 

 

少数株主持分 

少数株主持分 

  

資本の部 

資本金  

資本剰余金  

利益剰余金  

その他有価証券評価差額金  

為替換算調整勘定  

自己株式 

資本合計 

負債、少数株主持分及び資本合計 

 

純資産の部 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

自己株式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘定 

新株予約権 

少数株主持分 

純資産合計 

負債及び純資産合計 

負債の部 

223,908
46,844

–
42,570
38,906

564
–

33,836
–

109
12

61,063
283,575

28,000
160,767

35,597
40,712
18,498

507,483

371

37,404
41,879
50,190

746
△ 920
△ 273

129,025
636,879

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 5年2月 

238,787
42,641
28,000
65,405

–
1,224

–
31,436

–
108

78
69,893

218,158
–

116,481
43,992
41,351
16,333

456,945

384

37,404
41,899
57,799

2,039
1,276
△ 400

140,018
597,349

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 6年2月 

216,455
42,566

–
65,363

–
1,147

31,118
29,986

–
97

161
46,012

198,376
–

106,008
44,192
39,929

8,246
414,831

–

–
–
–
–
–
–
–
–

148,078
37,404
41,933
69,257
△ 515

14,340
12,197

0
2,141

25
395

162,840
577,672

2 0 07年2月 

241,100
40,472

–
90,995

–
1,067

35,537
28,373
29,429

138
253

14,833
170,393

–
80,770
43,149
39,340

7,132
411,493

–

–
–
–
–
–
–
–
–

150,908
37,404
41,949
72,207
△ 651
7,852
6,656
△ 4

1,199
35

437
159,233
570,727

2 0 0 8年2月 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

（2月28日で終了する事業年度） 

三 越  

（単位：百万円） 

売上高 

売上原価 

売上総利益 

販売費及び一般管理費 

営業利益 

営業外収益 

受取利息 

受取配当金 

債務勘定整理益 

持分法による投資利益 

その他 

営業外費用 

支払利息 

商品棚卸不足 

商品評価損 

債務勘定整理益繰戻損 

その他 

経常利益 

特別利益 

貸倒引当金取崩益 

固定資産売却益 

投資有価証券売却益 

差入保証金等戻入益 

退職給付引当金取崩益 

関係会社株式売却益 

原状回復費用等戻入益 

その他 

特別損失 

固定資産売却損 

固定資産除却損 

減損損失 

事業所再編関連費用 

店舗閉鎖損失 

早期退職措置関連損失 

事業撤退損失 

投資有価証券評価損 

持分変動損 

役員退職慰労金 

関係会社株式評価損 

経営統合関連費用 

その他 

税金等調整前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

過年度法人税等 

過年度法人税等戻入額 

法人税等調整額 

少数株主利益 

当期純利益 

887,782
644,554

243,228
228,013

15,214
11,083

232
221

4,159
5,251
1,217

9,398
3,136

661
1,196
2,818
1,586

16,898
1,726

325
793
460

–
147

–
–
–

33,644
–

2,303
–
–

12,989
16,645

840
457
343

64
–
–
–

△ 15,018
1,041

–
68

△ 11,988
64

△ 4,067

2 0 0 5年2月 

842,009
611,800

230,208
214,936
15,272
12,290

251
346

3,842
6,541
1,307

7,619
2,849

491
80

2,732
1,464

19,943
13,303

19
9,891

75
2,181

–
–
–

1,134
5,818

548
1,502

–
–

2,173
231
365

0
131

–
–
–

864
27,428

1,097
320

–
16,904

17
9,088

2 0 0 6年2月 

804,120
585,467

218,652
206,034

12,617
11,851

291
253

3,903
5,931
1,471

7,449
2,285

410
16

2,734
2,002

17,019
17,230

237
15,334

714
–
–
–

759
184

20,756
40

2,151
15,393

–
192

1,461
–

42
–
–
–
–

1,474
13,493

1,331
–
–

△ 790
15

12,936

2 0 07年2月 

773,964
567,486
206,477
198,022

8,455
10,790

316
298

4,212
5,084

877
6,987
2,472

336
–

2,731
1,446

12,258
6,902

–
6,053

17
–
–

762
–

68
12,574

–
1,878
5,942
1,263

–
–
–

146
–
–

112
1,085
2,144
6,586
1,255

–
–

858
45

4,427

2 0 0 8年2月 

連結損益計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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（2月29日で終了する事業年度） 

（単位：百万円） 

2007年2月28日残高 

連結会計年度中の変動額 

剰余金の配当 

当期純利益 

自己株式の取得 

自己株式の処分 

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

連結会計年度中の変動額合計 

2008年2月29日残高 

69,257

△ 1,478

4,427

2,949

72,207

利益剰余金 

41,933

16

16

41,949

資本剰余金 

37,404

–

37,404

資本金 

株主資本 

△ 515

△ 137

1

△ 136

△ 651

自己株式 

148,078

△ 1,478

4,427

△ 137

17

2,829

150,908

株主資本合計 

（単位：百万円） 

2007年2月28日残高 

連結会計年度中の変動額 

剰余金の配当 

当期純利益 

自己株式の取得 

自己株式の処分 

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

連結会計年度中の変動額合計 

2008年2月29日残高 

2,141

△ 941

△ 941

1,199

為替換算 
調整勘定 

0

△ 4

△ 4

△ 4

繰延ヘッジ 
損益 

12,197

△ 5,541

△ 5,541

6,656

その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等 

14,340

△ 6,487

△ 6,487

7,852

評価・換算 
差額等合計 

25

9

9

35

新株予約権 

395

41

41

437

少数株主持分 

162,840

△ 1,478

4,427

△ 137

17

△ 6,436

△ 3,607

159,233

純資産合計 

連結株主資本等変動計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

（2007.3.1～2008.2.29） 

（2007.3.1～2008.2.29） 
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─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n
三 越  

（単位：百万円） 

営業活動によるキャッシュ･フロー 
税金等調整前当期純利益 
減価償却費 
連結調整勘定償却額 
減損損失 
貸倒引当金の増減額 
退職給付引当金の増減額 
受取利息及び受取配当金 
支払利息 
持分法による投資損益 
固定資産売却益 
投資有価証券売却益 
差入保証金等戻入益 
関係会社株式売却益 
原状回復費用等戻入益 
固定資産売却損 
固定資産除却損 
事業所再編関連費用 
店舗閉鎖損失 
早期退職措置関連損失 
事業撤退損失 
投資有価証券評価損 
持分変動損 
関連会社株式評価損 
経営統合関連費用 
売上債権の増減額 
たな卸資産の増減額 
仕入債務の増減額 
未払消費税等の増減額 
その他 
　　小計 
利息及び配当金の受取額 
利息の支払額 
早期退職措置に伴う支払額 
店舗閉鎖に伴う支払額 
法人税等の支払額 
投資活動によるキャッシュ･フロー 
定期預金の預入による支出 
定期預金の払戻による収入 
有価証券・投資有価証券の取得による支出 
有価証券・投資有価証券の売却による収入 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 
有形･無形固定資産の取得による支出 
有形･無形固定資産の売却による収入 
短期借付金の純増減額 
長期貸付けによる支出 
長期貸付金の回収による収入 
その他の投資の増加による支出 
その他の投資の減少による収入 

財務活動によるキャッシュ･フロー 
短期借入金の純増減額 
長期借入れによる収入 
長期借入金の返済による支出 
新株予約権付社債の償還による支出 
新株予約権付社債の発行による収入 
自己株式の取得による支出 
自己株式の売却による収入 
配当金の支払額 
少数株主への配当金支払額 
現金及び現金同等物に係る換算差額  
現金及び現金同等物の増減額  
現金及び現金同等物の期首残高  
現金及び現金同等物の期末残高 

28,717
△ 15,018

13,927
△ 148

–
△ 437

△ 11,134
△ 453

3,136
△ 5,251
△ 793
△ 460

–
–
–
–

2,303
–

12,989
16,645

840
457
343

–
–

2,823
2,811

△ 4,671
1,264

12,776
31,951
1,197

△ 3,157
–
–

△ 1,274
△ 25,303
△ 1,344

1,658
△ 1,222

1,108
–

△ 32,597
5,666

7
△ 110

519
△ 1,844

2,856
5,612

△ 16,888
29,116

△ 32,430
–

27,919
△ 178

47
△ 1,968
△ 4
△ 37
8,989

19,257
28,247

2 0 0 5年2月 
13,286
27,428
14,318

–
–

△ 266
594

△ 598
2,849

△ 6,541
△ 9,891
△ 75

△ 2,181
–
–

548
1,502

–
2,173

231
365

0
131

–
–

14,878
4,510

△ 4,160
1,176

△ 4,928
42,065

1,193
△ 2,845
△ 19,760
△ 6,007
△ 1,358

1,750
△ 111

582
△ 1,545

370
135

△ 12,214
8,709

0
–

256
△ 3,857

9,424
△ 20,596
△ 1,999

12,400
△ 29,413

–
–

△ 128
21

△ 1,473
△ 4
277

△ 5,281
28,247
22,965

2 0 0 6年2月 
21,911
13,493
12,404

–
15,393
△ 131
△ 595
△ 544

2,285
△ 5,931
△ 15,334
△ 714

–
–

△ 759
40

2,151
–

192
1,461

–
42

–
–
–

3,432
△ 1,272
△ 143

285
2,625

28,381
2,073

△ 2,354
△ 4,357
△ 673
△ 1,158
12,157
△ 92

145
△ 197

1,149
–

△ 20,540
29,992

0
–

442
△ 1,372

2,629
△ 40,099

3,957
42,100

△ 56,583
△ 28,000

–
△ 116

34
△ 1,488
△ 4
147

△ 5,882
22,965
17,082

2 0 07年2月 
14,266

6,586
12,652

–
5,942

23
△ 141
△ 615
2,472

△ 5,084
△ 6,053
△ 17

–
△ 762

–
–

1,878
1,263

–
–
–

146
–

112
1,085

0
562

△ 1,937
1,339

△ 1,966
17,486

2,569
△ 2,651
△ 1,675
△ 91

△ 1,371
△ 11,464
△ 909

81
△ 122

826
708

△  18,614
8,690

101
–

142
△ 7,786

5,417
△ 1,149

1,428
52,500

△  53,473
–
–

△ 137
17

△ 1,480
△ 4
△ 76
1,576

17,082
18,658

2 0 0 8年2月 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

連結キャッシュ･フロー計算書 

（2月28日で終了する事業年度） 
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百貨店業 

伊勢丹グループの2008年3月期の連結業績は、本業の百貨店業の売上

が好調に推移したことなどから売上高が7,858億3千9百万円（前期比

100.5％）、営業利益については、売上高の好業績および経費抑制により

334億1千7百万円（前期比103.6％）、経常利益は、336億8千5百万円

（前期比100.8％）となりました。しかし、当期純利益は、特別損失等の計上

があり137億6千万円（前期比75.2％）となりました。 

伊勢丹の百貨店業の売上高は7,194億円（前期比100.7％）、営業利益

は286億円、（前期比107.8％）でした。 

自主企画の「オンリー・アイ」を核として、独自性の高い商品やサービスを、衣・

食・住のすべての分野において幅広く提案することで、企業スローガンの「毎

日が、あたらしい。ファッションの伊勢丹」を具体的に実践してきました。 

伊勢丹本店においては、お客さまの利便性の向上をめざし、地下食品フロ

アや｢メンズ館｣（ISETAN MEN’S）等の改装工事に取り組むとともに、顧客

ニーズに応じた新たな商品やサービスをさらに深く追求することで、売上高は

好調に推移しました。 

また、各支店においては、地域における競合が激しい中、各店の品揃えや

業務オペレーション等を標準化した｢ユニットショップ｣が、地域顧客のニーズ

を的確に捉えた独自商品の開発を推し進め、引き続き支店の収益力向上に

貢献しました。 

伊勢丹の関連会社である株式会社静岡伊勢丹と株式会社新潟伊勢丹で

は、グループ運営体制の基盤整備をさらに推し進め、営業力の強化と業務効

率の向上に成果を上げました。株式会社岩田屋は、グループ力を生かすため

の営業基盤をさらに強化したことで、売上高等は堅調に推移しました。株式会

社ジェイアール西日本伊勢丹では、昨年で開業10周年を迎えましたが、地域顧

客に合わせた品揃えや販売サービスを実現することで顧客の固定化が進むと

ともに、駅ビル百貨店の特性を生かした諸施策が成果を上げ、売上高は引き

続き好調さを維持しました。 

なお、株式会社小倉伊勢丹については、平成20年3月31日をもって、伊勢

丹が保有する全株式を、株式会社井筒屋に譲渡し、その経営を移管しました。

これにより特別損失を計上しています。 

海外では、2007年5月に、中国・四川省の省都である成都市に成都伊勢

■ 百貨店業の売上高 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

伊勢丹グループの概況 

伊勢丹 

2004/3 2005/3 2007/3 2008/3
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■ 百貨店業の営業利益の推移 

0
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13,682

26,556
24,322

28,619
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丹を、また、2008年3月に、遼寧省の省都である瀋陽市に瀋陽伊勢丹をそれ

ぞれ開店しました。両店ともに、衣・食・住における地域初の商品を多数取り

揃えるとともに、手の届く｢あこがれの生活｣を具体的に提案することで、地元

顧客の注目を集め好評を博しています。 

また、シンガポール、マレーシアにおいては、アジア地域の堅調な経済成長

を背景に、全体として売上高を伸ばしていますが、2007年9月には、マレーシ

アで3店舗目となる｢ザ・ガーデンズ店｣を開店し好調に推移しています。 

なお、済南伊勢丹百貨有限公司は、伊勢丹グループ全体の企業価値を

維持する観点から、2007年7月に清算し、それに伴う損失を、当連結会計年

度に関係会社整理損として計上しています。 

 

 

株式会社伊勢丹アイカードは、伊勢丹グループの重要な顧客戦略である

｢アイカード｣の取扱高を伸ばすとともに、加盟店における｢アイカード｣の利便

性向上や与信業務の効率化に取り組みました。また、会員の皆様の利便

性をさらに高めるために、ビザ・インターナショナルより同ブランドの発行権を

取得し、本年秋を目途に新型カードに切り替えるための準備を進めています。 

2008年3月期のクレジット・金融業の連結消去後の売上高は87億円（前期

比104.1％）、営業利益は41億円（前期比101.1％）となりました。 

 

 

スーパーマーケット業を営む株式会社クイーンズ伊勢丹は、2007年4月に「藤

沢店」、5月「ひばりが丘店」、12月「三鷹店」を開店、さらに2008年3月には｢世

田谷砧店｣、4月に｢東陽町店｣を開店しました。同社は｢食の安心・安全｣や

健康を重視した質の高い品揃えを提供することで、地域のお客さまにご支持

いただいています。 

2008年3月期の小売・専門店業の連結消去後の売上高は512億円（前期

比98.9％）、営業利益は5億円（前期比48.3％）となりました。 

 

 

株式会社伊勢丹ビジネスサポートが物流業務を、株式会社伊勢丹ビルマ

ネジメントサービスがビルメンテナンス業務を、株式会社伊勢丹キャリアデザイ

ンが教育・採用業務をそれぞれ伊勢丹グループより受託し、横串機能の専門

性を高めています。 

2008年3月期の「その他事業」の連結消去後の売上高は64億円（前期比

92.7％）、営業利益は4億円（前期比108.2％）となりました。 

クレジット･金融業 

小売専門店業 

その他事業 

2004/3 2005/3 2007/3 2008/32006/3

6,563

7,864
8,4068,112

8,753

■ クレジット･金融業の売上高 

■ クレジット･金融業の営業利益の推移 

3,233 4,458 3,815 4,148 4,193
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4,000

2,000
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■ 小売専門店業の営業利益の推移 
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2004/3 2005/3 2007/3 2008/32006/3
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■ その他事業の営業利益の推移 
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2005/3
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2004/3 2008/32005/3 2006/3 2007/3

418 452

0

8,000

6,000

4,000

2,000

（百万円） 

（百万円） 

■ 小売専門店業の売上高 

■ その他事業の売上高 

※セグメント別売上高には、内部売上高、振替高を除く。 
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事業別売上高　（連結） （単位：百万円） 

百貨店業 

クレジット･金融業 

小売･専門店 

その他事業 

合計 

545,438

6,563

57,620

5,188

614,810

2 0 0 4年3月 

556,094

7,864

59,650

5,386

628,996

2 0 0 5年3月 

683,832

8,112

62,756

5,336

760,038

2 0 0 6年3月 

714,683

8,406

51,737

6,970

781,798

2 0 07年3月 

719,417
8,753

51,209
6,458

785,839

2 0 0 8年3月 

※セグメント間の取引については相殺消去しています。 

※2006年3月期から（株）伊勢丹の売上高には、業務提携や業務支援等に伴う収入が含まれています。 

主な百貨店事業　会社別売上高 （単位：百万円） 

（株）伊勢丹 

（株）静岡伊勢丹 

（株）新潟伊勢丹 

（株）小倉伊勢丹 

（株）岩田屋 

上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司 

天津伊勢丹有限公司 

上海錦江伊勢丹有限公司 

済南伊勢丹百貨有限公司 

成都伊勢丹百貨有限公司 

イセタン（シンガポール）Ltd. 

イセタン（タイランド）Co., Ltd. 

イセタン・オブ・ジャパン Sdn.Bhd.（マレーシア） 

438,431

22,600

39,387

4,404

–

5,817

4,036

2,540

–

–

15,351

4,083

10,073

2 0 0 4年3月 

434,405

22,162

38,813

16,307

–

6,575

4,657

2,481

–

–

15,891

4,291

10,681

2 0 0 5年3月 

445,921

22,641

39,529

16,147

104,846

8,361

6,173

2,570

186

–

20,370

4,703

13,556

2 0 0 6年3月 

460,025

24,500

39,857

17,029

114,323

8,753

6,669

2,433

651

–

23,993

4,386

15,854

2 0 07年3月 

467,956
24,572
38,035
17,495

104,783
9,532
8,876
2,382

666
1,840

25,899
4,588

17,097

2 0 0 8年3月 

（百万円） 

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

■クレジット･金融業 

■■小売･専門店業 

■■その他事業 
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連結 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

セグメント情報 

伊勢丹 
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店別売上高 （単位：百万円） 

本店 

立川店 

吉祥寺店 

松戸店 

浦和店 

相模原店 

府中店 

合計 

244,223

38,328

18,590

29,858

49,541

33,257

24,631

438,431

2 0 0 4年3月 

246,001

38,932

17,489

28,829

47,458

31,948

23,746

434,405

2 0 0 5年3月 

252,235

40,240

17,890

29,121

47,959

32,310

24,505

444,263

2 0 0 6年3月 

263,367
41,122
18,641
28,348
52,783
32,671
25,124

462,059

2 0 0 8年3月 

アイカード売上高 （単位：百万円） 

売上高　(百万円） 

シェア（％） 

209,382

47.8

2 0 0 4年3月 

211,733

48.7

2 0 0 5年3月 

225,967

50.9

2 0 0 6年3月 

246,266
53.3

2 0 0 8年3月 

品目別売上高 （単位：百万円） 

衣料品 

身廻品 

雑貨 

家庭用品 

食料品 

その他 

合計 

211,072

42,005

56,273

16,342

88,812

23,925

438,431

2 0 0 4年3月 

210,754

40,654

56,420

15,534

87,521

23,519

434,405

2 0 0 5年3月 

220,770

43,652

58,645

15,360

82,001

23,832

444,263

2 0 0 6年3月 

256,980

40,535

18,274

29,010

52,775

32,490

24,884

454,951

2 0 07年3月 

239,257

52.6

2 0 07年3月 

224,345

48,172

59,921

17,270

82,267

22,973

454,951

2 0 07年3月 

224,436
51,950
60,032
18,405
84,510
22,724

462,059

2 0 0 8年3月 

セグメント情報 

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

57.0%

5.4%

7.1%

11.4%

6.1%

4.0%

8.9%

■本店 

■■府中店 

■■相模原店 

■■浦和店 

■松戸店 

■吉祥寺店 

■立川店 

■衣料品 

■ 店別売上高比率 （2008年3月期） ■ 品目別売上高比率 
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■ 販売管理費及び一般管理費 

■連結 
（単位：百万円） 

売上高 

売上総利益 

販売管理費及び一般管理費 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

614,810

175,731

158,874

16,856

16,157

△ 3,093

2 0 0 4年3月 

628,996

182,742

163,549

19,192

21,907

12,619

2 0 0 5年3月 

760,038

221,673

191,612

30,061

30,925

18,710

2 0 0 6年3月 

785,839
226,570
193,153

33,417
33,685
13,760

2 0 0 8年3月 

■単体 
（単位：百万円） 

売上高 

売上総利益 

その他の営業収入 

営業総利益 

販売管理費及び一般管理費 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

438,431

119,001

–

–

108,889

10,112

11,236

△ 10,325

2 0 0 4年3月 

434,405

118,804

–

–

103,734

15,070

21,336

12,127

2 0 0 5年3月 

444,263

123,865

1,657

125,523

105,504

20,019

21,629

13,147

2 0 0 6年3月 

781,798

225,637

193,384

32,252

33,416

18,291

2 0 07年3月 

454,951

126,612

5,073

131,685

109,861

21,823

22,832

12,383

2 0 07年3月 

462,059
128,032

5,896
133,929
110,667
23,261
25,912
11,522

2 0 0 8年3月 

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

■ 営業利益 

■ 経常利益 

■連結 
■単体 

■ 当期純利益 

■連結 
■単体 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

-10,000

0

10,000

20,000

収益性／成長性 

伊勢丹 
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2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

■ 売上高総利益率 

■連結 
（%） 

売上高総利益率 

売上高販管比率 

売上高営業利益率 

売上高経常利益率 

28.6

25.9

2.7

2.6

2 0 0 4年3月 

29.1

26.0

3.1

3.5

2 0 0 5年3月 

29.2

25.2

4.0

4.1

2 0 0 6年3月 

28.8
24.5

4.3
4.3

2 0 0 8年3月 

売上高総利益率 

売上高販管比率 

売上高営業利益率 

売上高経常利益率 

27.1

24.8

2.3

2.6

2 0 0 4年3月 

27.3

23.9

3.4

4.9

2 0 0 5年3月 

27.9

23.8

4.5

4.9

2 0 0 6年3月 

28.9

24.8

4.1

4.3

2 0 07年3月 

27.8

24.1

4.8

5.0

2 0 07年3月 

27.7
24.0

5.0
5.6

2 0 0 8年3月 
■単体 

（%） 

■連結 
■単体 

■ 売上高営業利益率 

■連結 
■単体 

■ 売上高経常利益率 

■連結 
■単体 

(%)

(%) (%)

0

1

2

3

4

5

0

2

1

3

4

5

6

0

25

30



─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

43

■ 総資産 

■連結 

総資産　（百万円） 

純資産　（百万円） 

総資産営業利益率（%） 

総資産経常利益率（%） 

423,565

153,128

4.0

3.8

2 0 0 4年3月 

461,579

163,930

4.3

4.9

2 0 0 5年3月 

493,553

194,789

6.3

6.5

2 0 0 6年3月 

466,542
218,716

7.1
7.2

2 0 0 8年3月 

総資産　（百万円） 

純資産　（百万円） 

総資産営業利益率（%） 

総資産経常利益率（%） 

318,526

126,494

3.3

3.6

2 0 0 4年3月 

305,875

136,570

4.8

6.8

2 0 0 5年3月 

353,057

159,858

6.1

6.6

2 0 0 6年3月 

474,895

213,194

6.7

6.9

2 0 07年3月 

333,255

156,760

6.4

6.7

2 0 07年3月 

328,353
159,291

7.0
7.8

2 0 0 8年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

■ 純資産 

■ 総資産営業利益率 ■ 総資産経常利益率 

（百万円） （百万円） 

(%)

■連結 
■単体 

(%)

■連結 
■単体 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

0

2

4

6

8

0

2

4

6

8

効率性／安定性 

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

※純資産額の算定にあたり、平成19年3月期から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第5号）及び「貸借対照表の純資産の部の
表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第8号）を適用しております。 

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

伊勢丹 
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● 自己資本利益率（ROE)＝当期純利益÷期首･期末平均純資産×100（％） 

● 流動比率＝流動資産÷流動負債×100（％） 

■ 有利子負債 
（百万円） 

（百万円） 

■ 自己資本利益率（ROE） 

■連結 
（単位：百万円） 

自己資本利益率（ROE）　（%） 

流動比率　（%） 

有利子負債　（百万円） 

有利子負債依存度　（%） 

△ 2.0

79.1

114,469

27.0

2 0 0 4年3月 

8.0

84.4

112,148

24.3

2 0 0 5年3月 

10.4

82.1

89,171

18.1

2 0 0 6年3月 

6.8
78.8

53,713
11.5

2 0 0 8年3月 

自己資本利益率（ROE）　（%） 

流動比率　（%） 

有利子負債　（百万円） 

有利子負債依存度　（%） 

△ 7.9

71.3

99,522

31.2

2 0 0 4年3月 

9.2

87.7

72,854

23.8

2 0 0 5年3月 

8.9

76.4

79,022

22.4

2 0 0 6年3月 

9.3

79.0

60,485

12.7

2 0 07年3月 

7.8

66.0

66,344

19.9

2 0 07年3月 

7.3
67.7

66,190
20.2

2 0 0 8年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

■ 流動比率 
(%)

■ 有利子負債依存度 
(%)

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 
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2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

■連結 
■単体 
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■ 設備投資 

■連結 

設備投資 

　百貨店業 

　　（株）伊勢丹 

　　　本店 

　　　立川店 

　　　吉祥寺店 

　　　松戸店 

　　　浦和店 

　　　相模原店 

　　　府中店 

　　　その他 

　　（株）静岡伊勢丹 

　　（株）新潟伊勢丹 

　　（株）小倉伊勢丹 

　　（株）岩田屋 

　　イセタン（シンガポール）Ltd. 

　　イセタン・オブ・ジャパンSdn.Bhd.（マレーシア） 

　　天津伊勢丹有限公司 

　　成都伊勢丹百貨有限公司 

　　その他 

　クレジット・金融業 

　小売・専門店業 

　　（株）クイーンズ伊勢丹 

　　（株）バーニーズジャパン 

　　その他 

　その他事業 

減価償却費 

25,947

-

15,945

6,922

377

162

599

316

328

182

7,059

493

1,754

5,184

-

67

-

-

-

-

914

-

1,321

67

-

202

10,343

2 0 0 4年3月 

12,145

-

6,883

3,724

100

116

262

672

412

146

1,448

131

1,166

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1,144

1,789

-

1,031

10,528

2 0 0 5年3月 

13,293

-

11,248

2,436

108

179

386

5,494

1,559

229

854

-

-

-

664

-

-

-

-

-

-

-

481

-

-

898

10,745

2 0 0 6年3月 

25,706
18,820
12,392

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1,460
-

1,215
3,751
4,519
2,064
1,958

-
106
301

12,651

2 0 0 8年3月 

設備投資 

減価償却費 

15,966

5,856

2 0 0 4年3月 

6,898

5,640

2 0 0 5年3月 

29,802

5,793

2 0 0 6年3月 

12,740
7,705

2 0 0 8年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

■ 減価償却費 
（百万円） （百万円） 

（単位：百万円） 

16,824

15,406

12,090

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1,272

-

2,044

74

1,299

1,189

-

109

43

10,894

2 0 07年3月 

12,227

6,565

2 0 07年3月 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

設備投資／投資指標 

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

※減価償却費は、2008年3月期より無形固定資産に対する投資を含んでいます。 

■連結 
■単体 

伊勢丹 

■連結 
■単体 
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■ １株当たり当期純利益（EPS)

■連結 

１株当たり当期純利益（EPS)　（円） 

１株当たり純資産額（BPS)　（円） 

期中平均株式数　（千株） 

△ 13.93

689.29

222,146

2 0 0 4年3月 

56.46

736.84

222,295

2 0 0 5年3月 

83.23

867.91

223,260

2 0 0 6年3月 

62.49
924.16

220,217

2 0 0 8年3月 

１株当たり当期純利益（EPS)　（円） 

１株当たり純資産額（BPS)　（円） 

期中平均株式数　（千株） 

△ 46.48

569.40

222,146

2 0 0 4年3月 

54.26

613.82

222,295

2 0 0 5年3月 

58.34

712.19

223,260

2 0 0 6年3月 

82.43

901.87

221,898

2 0 07年3月 

55.81

710.78

221,898

2 0 07年3月 

52.32
719.94

220,217

2 0 0 8年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

■ １株当たり純資産額（BPS)
（円） （円） 

（単位：百万円） 
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■連結 
■単体 

■連結 
■単体 
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株価収益率（PER）　（倍） 

連単倍率（売上高）　（倍） 

配当性向　（%） 

–

1.40

2 0 0 4年3月 

24.74

1.45

2 0 0 5年3月 

30.82

1.71

16.8

2 0 0 6年3月 

18.53
1.70
22.4

2 0 0 8年3月 

株価収益率（PER）　（倍） 

配当性向　（%） 

1株当たり配当金　（円） 

–

–

10.00

2 0 0 4年3月 

25.75

22.12

12.00

2 0 0 5年3月 

43.97

24.00

14.00

2 0 0 6年3月 

24.93

1.72

17.0

2 0 07年3月 

36.82

25.09

14.00

2 0 07年3月 

22.13
26.76
14.00

2 0 0 8年3月 
■単体 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

■ 配当性向 
(%)

■ 連単倍率(売上高) ■ 株価収益率（PER） 
(倍)(倍)

0.0
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0
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0
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投資指標／従業員の状況 

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

■連結 
■単体 

■連結 
■単体 

■連結 

伊勢丹 
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■ キャッシュ･フロー 

■連結 

営業活動によるキャッシュ･フロー 

投資活動によるキャッシュ･フロー 

財務活動によるキャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増加額 

現金及び現金同等物の増加額期首残高 

現金及び現金同等物の期末残高 

9,762

△ 14,991

△ 9,073

△ 534

△ 14,837

38,239

23,412

2 0 0 4年3月 

28,549

8,295

△ 37,914

△ 83

△ 1,153

23,412

22,225

2 0 0 5年3月 

35,559

1,352

△ 23,687

892

14,116

22,225

36,342

2 0 0 6年3月 

35,519

△ 957

△ 38,834

967

△ 3,304

36,342

33,023

2 0 07年3月 

28,753
△ 22,643
△ 11,815

273
△ 5,432

33,023
27,208

2 0 0 8年3月 

■営業活動によるキャッシュ･フロー 
■投資活動によるキャッシュ･フロー 
■■財務活動によるキャッシュ･フロー 

（百万円） 

（単位：百万円） 

-40,000

-30,000

-20,000

-10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

■ 従業員の状況 

＜連結＞ 

従業員数　（名） 

人件費　（百万円） 

 

＜単体＞ 

従業員数　（名） 

　男性 

　女性 

　臨時社員を含む 

 

人件費　（百万円） 

労働分配率　（％） 

1人当たり売上高　（千円） 

 

売場面積　（m2） 

１m2当たり売上高　（千円） 

8,634

–

4,267

1,742

2,525

7,802

49,727

41.8

56,194

261,886

1,674

2 0 0 4年3月 

9,410

–

4,023

1,659

2,364

7,691

44,789

37.7

56,482

261,886

1,658

2 0 0 5年3月 

9,191

78,830

3,797

1,626

2,171

7,629

42,700

34.5

58,233

261,944

1,696

2 0 0 6年3月 

8,834

76,598

3,632

1,572

2,060

7,648

41,971

33.1

59,486

262,586

1,732

2 0 07年3月 

9,394
75,954

3,615
1,573
2,042
7,681

41,770
32.6

60,156

263,369
1,754

2 0 0 8年3月 
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（単位：百万円） 

流動資産 

現金及び預金 

受取手形及び売掛金 

有価証券 

たな卸資産 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

   

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 

土地 

建設仮勘定 

その他 

   

無形固定資産 

借地権 

その他 

   

投資その他の資産 

投資有価証券 

長期貸付金 

差入敷金保証金 

繰延税金資産 

その他 

貸倒引当金 

   

繰延資産 

創立費 

開業費 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産合計 

146,221
24,062
74,782

1,666
30,052

6,206
11,851
△ 2,401

275,749
168,319

92,164
61,930

60
14,164

8,327
5,050
3,276

99,102
37,021

285
43,847

4,988
13,584
△ 625

1,594
2

1,591

423,565

2 0 0 4年3月 資産の部 

155,295
22,544
76,787

2,075
34,679

5,409
16,087
△ 2,289

305,088
165,868

103,684
49,882

423
11,878

7,839
4,992
2,846

131,380
39,597

1,810
71,912
3,759

17,071
△ 2,771

1,195
1

1,194

461,579

2 0 0 5年3月 

173,355
37,161
79,194

1,446
36,306

7,547
15,484
△ 3,784

319,400
164,696

100,921
51,442

950
11,380

3,791
–

3,791

150,912
61,554

1,603
69,377

2,035
18,908
△ 2,567

797
1

796

493,553

2 0 0 6年3月 

169,370
33,672
80,659

1,234
35,483

6,516
14,520
△ 2,715

305,119
161,702

97,944
51,111

232
12,414

3,517
–

3,517

139,899
56,423

1,431
61,733

2,548
19,104
△ 1,341

405
0

404

474,895

2 0 07年3月 

162,826
27,628
79,731

299
36,185

7,080
14,883
△ 2,982

303,635
162,643

97,371
51,104

963
13,203

9,983
–

9,983

131,008
46,688

1,438
59,090

3,112
21,946
△ 1,267

80
–

80

466,542

2 0 0 8年3月 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

連結貸借対照表 

伊勢丹 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

（3月31日現在） 
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（単位：百万円） 

流動負債 

支払手形及び買掛金 

1年内償還予定社債 

短期借入金 

未払法人税等 

繰延税金負債 

ポイントカード引当金 

役員賞与引当金 

商品券回収損引当金 

利益返還損失引当金 

その他 

固定負債 

社債 

長期借入金 

繰延税金負債 

退職給付引当金 

役員退職慰労金引当金 

その他 

負債合計 

 

少数株主持分 

少数株主持分 

  

資本の部 

資本金   

資本剰余金   

利益準備金   

その他有価証券評価差額金 

為替換算調整勘定 

自己株式 

資本合計 

負債、少数株主持分及び資本合計 

 

純資産の部 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

自己株式 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘定 

新株予約権 

少数株主持分 

純資産合計 

負債及び純資産合計 

184,832
54,715
5,000

38,429
1,661

8
410

–
–
–

84,608
77,385
45,000

6,040
363

20,689
486

4,806
262,218

8,218

34,985
41,566
73,733

5,598
△ 2,691
△ 63

153,128
423,565

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 4年3月 負債の部 

184,004
60,813

–
37,047

7,433
6

1,267
–
–
–

77,435
104,294

45,000
30,100

251
26,082

520
2,339

288,298

9,350

35,133
41,713
84,089

5,767
△ 2,697
△ 75

163,930
461,579

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 5年3月 

211,198
67,268
15,000
36,512

9,987
10

1,438
–
–
–

80,981
75,667
30,000

7,659
10,039
25,260

622
2,085

286,865

11,899

36,122
42,703

100,058
17,528
△ 1,531
△ 91

194,789
493,553

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

2 0 0 6年3月 

214,402
70,461
20,000
27,485

9,872
10

1,419
103

–
–

85,048
47,298
10,000

3,000
7,566

23,403
739

2,588
261,701

–

–
–
–
–
–
–
–
–

185,077
36,600
43,180

114,894
△ 9,598
13,423
13,362

19
41

318
14,375

213,194
474,895

2 0 07年3月 

206,570
69,560
10,000
23,713
5,150

13
1,314

114
2,544

362
93,797
41,254

–
11,000
4,082

20,015
845

5,311
247,825

–

–
–
–
–
–
–
–
–

195,881
36,763
43,343

115,776
△ 1

7,761
6,788
△ 2
975
648

14,424
218,716
466,542

2 0 0 8年3月 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 
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（単位：百万円） 

売上高 
売上原価 
売上総利益 
販売費及び一般管理費 
宣伝費 
ポイントカード引当金繰入額 
給料手当 
賞与金 
役員賞与引当金繰入額 
退職給付費用 
役員退職慰労金引当金繰入額 
貸倒引当金繰入額 
減価償却費 
地代家賃 
連結調整勘定償却額 
その他 
営業利益 
営業外収益 
受取利息 
受取配当金 
持分法による投資利益 
受入家賃 
固定資産受贈益 
未回収商品券受入益 
連結調整勘定償却額 
その他 

営業外費用 
支払利息 
固定資産除却損 
時効商品券回収損 
商品券回収損引当金繰入額 
その他 
経常利益 
特別利益 
固定資産売却益 
投資有価証券売却益 
過年度損益修正益 
貸倒引当金戻入益 
関係会社事業売却益 
特別損失 
固定資産売却損 
固定資産減損損失 
投資有価証券売却損 
投資有価証券評価損 
厚生年金基金解散損 
適格年金制度一部終了損失 
社会保険料調整額 
ポイントカード引当金繰入額 
関係会社適格年金制度終了損失 
構造改革費用 
関係会社整理損 
関係会社事業売却損 
過年度商品券回収損引当金繰入額 
その他 

税金等調整前当期純利益 
法人税、住民税及び事業税 
法人税等調整額 
少数株主利益 
当期純利益 

614,810
439,079

175,731
158,874

10,427
–

45,701
11,247

–
8,626

100
543

10,343
16,882

820
54,180

16,856
8,009

499
241
537

2,441
1,682
1,037

50
1,519

8,709
1,628
2,637

–
–

4,443
16,157

972
274
697

–
–
–

14,752
470

6,333
–
–

6,568
350
619
410

–
–
–
–
–
–

2,376
2,758
2,259

452
△ 3,093

2 0 0 4年3月 
628,996

446,253
182,742
163,549

11,444
79

47,842
11,374

–
3,482

95
665

10,528
17,580

2,023
58,432

19,192
8,160

389
371
589

2,011
800

1,135
174

2,687
5,446

1,111
1,644

667
–

2,023
21,907
8,524
6,926
1,597

–
–
–

7,959
7,250

–
–
–
–
–
–
–

133
575

–
–
–
–

22,471
8,216
1,701
△ 65

12,619

2 0 0 5年3月 
760,038

538,364
221,673
191,612

13,258
1,394

53,089
12,979

–
1,793

146
1,982

10,745
23,864

11
72,346

30,061
8,136

555
453
578

1,034
1,450
1,460

215
2,386
7,271
1,412
2,366

901
–

2,591
30,925
10,151

8,578
1,225

347
–
–

3,893
455

3,437
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

37,183
13,031

3,214
2,227

18,710

2 0 0 6年3月 
781,798

556,161
225,637
193,384

13,989
1,386

51,268
12,707

103
1,147

181
856

10,894
24,243

–
76,605

32,252
8,392

829
514
454

1,977
1,064
1,777

–
1,774

7,228
1,061
2,538

996
–

2,632
33,416

2,079
–
–
–

1,219
859

3,250
–

3,226
24

–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–

32,244
11,292

578
2,082

18,291

2 0 07年3月 
785,839
559,268
226,570
193,153

14,088
1,325

50,979
12,768

114
1,212

154
880

12,651
24,300

–
74,676
33,417
7,549

777
596
139

1,777
1,093
1,816

–
1,348
7,280
1,037
2,133

–
1,304
2,805

33,685
272
272

–
–
–
–

10,478
–

1,156
606
621

–
–
–
–
–
–

241
5,088
2,281

483
23,479

8,715
△ 522
1,525

13,760

2 0 0 8年3月 

─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n

連結損益計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

伊勢丹 

（3月31日で終了する事業年度） 
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（単位：百万円） 

2007年3月31日残高 

連結会計年度中の変動額 

新株の発行 

剰余金の配当 

当期純利益 

自己株式の取得 

自己株式の消却 

連結子会社減少に伴う減少額 

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

連結会計年度中の変動額合計 

2008年3月31日残高 

114,894

△ 3,081

13,760

△ 9,609

△ 187

882

115,776

利益剰余金 

43,180

162

162

43,343

資本剰余金 

36,600

162

162

36,763

資本金 

株主資本 

△ 9,598

△ 12

9,609

9,596

△ 1

自己株式 

185,077

325

△ 3,081

13,760

△ 12

–

△ 187

10,804

195,881

株主資本合計 

（単位：百万円） 

2007年3月31日残高 

連結会計年度中の変動額 

新株の発行 

剰余金の配当 

当期純利益 

自己株式の取得 

自己株式の消却 

連結子会社減少に伴う減少額 

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

連結会計年度中の変動額合計 

2008年3月31日残高 

41

933

933

975

為替換算 
調整勘定 

19

△ 22

△ 22

△ 2

繰延ヘッジ 
損益 

13,362

△ 6,573

△ 6,573

6,788

その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等 

13,423

△ 5,661

△ 5,661

7,761

評価・換算 
差額等合計 

318

329

329

648

新株予約権 

14,375

49

49

14,424

少数株主持分 

213,194

325

△ 3,081

13,760

△ 12

–

△ 187

△ 5,282

5,521

218,716

純資産合計 

連結株主資本等変動計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

（2007.4.1～2008.3.31） 

（2007.4.1～2008.3.31） 

（3月31日で終了する事業年度） 
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─財務セクション─ F i n a n c i a l  S e c t i o n
伊勢丹 

（単位：百万円） 

営業活動によるキャッシュ･フロー 
税金等調整前当期純利益 
減価償却費 
固定資産減損損失 
連結調整勘定償却額 
貸倒引当金の増減額 
退職給付引当金の増減額 
役員退職慰労金引当金の増減額 
ポイントカード引当金の増減額 
受取利息及び受取配当金 
支払利息 
為替差損益 
持分法による投資損益 
有形固定資産売却損益 
有形固定資産除却損 
投資有価証券売却損益 
投資有価証券評価損 
関係会社事業売却益 
商品券回収損引当金の増減 
退職給付信託返戻益 
売上債権の増減額 
たな卸資産の増減額 
仕入債務の増減額 
その他 
　　小計 
利息及び配当金の受取額 
利息の支払額 
法人税等の支払額 
投資活動によるキャッシュ･フロー 
定期預金の預入による支出 
定期預金の払戻による収入 
有価証券・投資有価証券の取得による支出 
有価証券・投資有価証券の売却等による収入 
有形･無形固定資産の取得による支出 
有形･無形固定資産の売却による収入 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 
貸付による支出 
貸付金回収による収入 
差入敷金保証金の差入による支出 
差入敷金保証金の回収による収入 
その他の投資に係る支出 
その他の投資の回収に係る収入 

財務活動によるキャッシュ･フロー 
短期借入金の純増減額 
コマーシャルペーパーの増減額 
長期借入れによる収入 
長期借入金の返済による支出 
社債の発行による収入 
社債の償還による支出 
コマーシャルペーパーの発行による収入 
コマーシャルペーパーの償還による支出 
少数株主からの払込みによる収入 
配当金の支払額 
自己株式の取得による支出 
少数株主への配当金の支払額 
その他 

現金及び現金同等物に係る換算差額 
現金及び現金同等物の増減額 
現金及び現金同等物の期首残高 
新規連結子会社の現金及び現金同等物の期末残高 
期末除外連結子会社の現金及び現金同等物の期末残高 
現金及び現金同等物の期末残高 

9,762
2,376

10,601
6,333

770
△ 198
△ 3,296

57
410

△ 741
1,628

44
△ 537

195
2,637
△ 697

–
–
–

△ 9,943
△ 812
△ 55
2,713
2,405

13,891
761

△ 1,760
△ 3,129
△ 14,991
△ 997

2,750
△ 41
6,543

△ 26,830
573

△ 918
–
–

△ 6
86

–
–

△ 2,760
6,608

△ 9,073
△ 17,278

–
4,972

△ 15,051
25,000

△ 25,000
20,000

–
600

△ 2,221
–
–

△ 95
△ 534

△ 14,837
38,239

9
–

23,412

2 0 0 4年3月 
28,549

22,471
10,683

–
1,848

126
797

34
79

△ 760
1,111

109
△ 589

324
1,644

△ 1,597
–
–
–
–

2,758
△ 1,296
△ 1,828
△ 4,563

31,352
759

△ 1,118
△ 2,444

8,295
△ 293

624
△ 1,895

481
△ 12,464

15,909
–
–

2,750
△ 9

50
–
–

△ 1,235
4,375

△ 37,914
△ 4,409

–
2,000

△ 8,456
–

△ 5,000
–

△ 20,000
–

△ 2,222
–
–

172
△ 83

△ 1,153
23,412

–
△ 32

22,225

2 0 0 5年3月 
35,559
37,183
10,894

3,437
△ 204

1,283
△ 2,874

102
171

△ 1,009
1,412
△ 28
△ 578
△ 8,123

2,366
△ 1,225

–
–
–
–

△ 2,617
△ 1,358

5,858
1,866

46,557
587

△ 1,191
△ 10,394

1,352
△ 796

296
△ 2,137

2,318
△ 11,114

10,410
–

695
–

△ 243
56

–
–

△ 4,075
5,941

△ 23,687
△ 5,513

–
19,417

△ 36,752
–
–
–
–
–

△ 2,672
–
–

1,833
892

14,116
22,225

–
–

36,342

2 0 0 6年3月 
35,519
32,244
11,049
3,226

–
△ 2,287
△ 4,214

116
261

△ 1,343
1,061
△ 96
△ 454
△ 24
2,538

24
–

△ 859
–
–

△ 2,181
△ 1,430

2,858
6,325

46,814
1,106

△ 1,025
△ 11,375
△ 957
△ 548

718
△ 603

279
△ 16,168

1,244
–

1,240
–

△ 520
633

△ 1,853
9,216

△ 1,706
7,110

△ 38,834
△ 4,791

–
–

△ 6,990
–

△ 15,000
–
–
–

△ 3,116
△ 9,506

–
570
967

△ 3,304
36,342

–
△ 14

33,023

2 0 07年3月 
28,753
23,479
12,842

1,156
–

191
△ 3,234

105
△ 104
△ 1,374

1,037
23

△ 139
△ 245
2,133

508
621

5,088
2,544

–
3

△ 1,623
△ 87
△ 738
42,188

1,158
△ 1,147
△ 13,445
△ 22,643
△ 546

634
△ 1,354

1,251
△ 25,715

326
–

98
–

△ 211
233

△ 966
3,264

△ 2,092
2,435

△ 11,815
△ 3,750

9,000
11,000
△ 3,059

–
△ 20,000

–
–
–

△ 3,081
△ 12

△ 2,236
325
273

△ 5,432
33,023

–
△ 382
27,208

2 0 0 8年3月 

連結キャッシュ･フロー計算書 

※百万円未満は切り捨てて表示しています。 

（3月31日で終了する事業年度） 



（2008年4月現在） 
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三越本支店 

─三越グループ─ M I T S U K O S H I  G r o u p

日本橋本店 

銀座店 

池袋店 

千葉店 

新潟店 

仙台店 

札幌店 

創業以来、300年以上にわたって日本橋で商売を続けてきた日本橋本店は、三越の旗艦店
としてだけでなく、日本を代表する百貨店として、つねに業界をリードしてきました。 
さらに、日本で初めて「デパートメントストア宣言」をしてから100年目を迎えた2004年には、新
館を新たにオープン、2008年春には本館地下食品フロアのリモデルを行ないました。 

所在地 ： 〒103－8001 
  東京都中央区日本橋室町1‐4‐1 
電話番号 ： 03（3241）3311

銀座4丁目交差点に位置する銀座店は三越の「ファッションスペシャリティストア」として衣食
住において常に時代をリードしてきました。2010年秋には新館を新たに増設、本館との一体
化を図り、よりお客さまのご要望にお応えしていきます。 

所在地 ： 〒104－8212 
  東京都中央区銀座4‐6‐16 
電話番号 ： 03（3562）1111

大型百貨店が並ぶ池袋地区において、お客さまにゆったりとお買い物をお楽しみいただくこ
とをコンセプトにフロアを構成。地域のお客さまに支持されています。 

所在地 ： 〒170－8439 
  東京都豊島区東池袋1‐5‐7 
電話番号 ： 03（3987）1111

1984年に200年の歴史を有する「奈良屋」から千葉三越に社名を変更、今日に至っています。
中規模ながら地域に密着し、お客さまから支持される店づくりをめざしています。 

所在地 ： 〒260－8631 
  千葉県千葉市中央区富士見2-6-1 
電話番号 ： 043（224）3131

新潟店は1907年創業の「小林呉服店」を前身に、その後、新潟三越に社名を変更しました。
今後は伊勢丹との併存エリアのモデル店舗として、より「三越ならでは」のおもてなしを
お届けします。 

所在地 ： 〒951－8530 
  新潟県新潟市中央区西堀通五番町866番地 
電話番号 ：025（227）1111

東北初の政令指定都市・仙台市の中心部に位置する仙台店は開店以来、仙台市はもとよ
り東北各県の多くのお客さまに親しまれています。 

所在地 ： 〒980－8543 
  宮城県仙台市青葉区一番町4-8-15 
電話番号 ： 022（225）7111

雪まつりで有名な大通り公園に隣接する札幌店。開店以来「東京の文化・商品をいち早く
北海道に」「北海道の産品を広く全国へ」を2大方針に営業しています。 

所在地 ： 〒060－8666 
  北海道札幌市中央区南1条西3-8 
電話番号 ： 011（271）3311

売場面積 ： 139,155㎡ 
2007年度売上高 ： 2,728億円 
開業年月日 ： 1904（明治37）年12月21日 

売場面積 ： 23,248㎡ 
2007年度売上高 ： 537億円 
開業年月日 ： 1930（昭和5）年4月10月 

売場面積 ： 25,026㎡ 
2007年度売上高 ： 241億円 
開業年月日 ： 1957（昭和32）年10月1日 

売場面積 ： 27,177㎡ 
2007年度売上高 ： 283億円 
開業年月日 ： 1984（昭和59）年10月27日 

売場面積 ： 24,007㎡ 
2007年度売上高 ： 198億円 
開業年月日 ： 1987（昭和62）年3月1日 

売場面積 ： 33,582㎡ 
2007年度売上高 ： 387億円 
開業年月日 ： 1933（昭和8）年4月1日 

売場面積 ： 31,336㎡ 
2007年度売上高 ： 389億円 
開業年月日 ： 1932（昭和7）年5月1日 
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三越本支店 

─三越グループ─ M I T S U K O S H I  G r o u p

名古屋栄店 

星ヶ丘店 

広島店 

高松店 

松山店 

福岡店 

鹿児島店 

名古屋栄店は、1954年に開業した「オリエンタル中村百貨店」が前身で、80年に「名古屋
三越」に社名を変更しました。競合ひしめく名古屋地区において「ファッションの三越」を
コンセプトにした店づくりを進めています。 

所在地 ： 〒460－8669 
  愛知県名古屋市中区栄3‐5‐1 
電話番号 ： 052（252）1111

名古屋市東部に位置する星ヶ丘店は、大駐車場を完備した市内唯一の郊外型店舗です。
「日常にこだわりを持った近隣のお客さま」に高い支持を得ています。 

所在地 ： 〒464－8661 
  愛知県名古屋市千種区星が丘元町14‐14 
電話番号 ： 052（783）1111

市の中心部に位置する広島店は、「上質な大人のためのファッションと暮らしのスペシャリティ
ストア」としてお客さまに支持されています。 

所在地 ： 〒730－8545 
  広島県広島市中区胡町5‐1 
電話番号 ： 082（242）3111

1931年に三越として初の四国の店舗として開店しました。市の中心部に位置し、地域一番
店としてお客さまに「高質なサービス」をお届けしています。 

所在地 ： 〒760－8639 
  香川県高松市内町7‐1 
電話番号 ： 087（851）5151

2006年に開店60周年を迎えた松山店。8階までの吹き抜け空間「アトリウムコート」をシン
ボルに、「いで湯・城・文学の街」ならではの文化・情報発信基地として地域のお客さまに
愛される店づくりを行っています。 

所在地 ： 〒790－8532 
  愛媛県松山市1番町3‐1‐1 
電話番号 ： 089（945）3111

西鉄福岡天神駅に立地する福岡店は、現在三越グループ唯一のターミナル型百貨店です。
競合ひしめく天神地区において岩田屋との協働取組みを行うなどグループとしての効果を
発揮していきます。 

所在地 ： 〒810－8544 
  福岡県福岡市中央区天神2‐1‐1 
電話番号 ： 092（724）3111

南九州最大の繁華街・天文館に隣接する鹿児島店は、「くつろぎと新鮮な発見のある店」を
コンセプトに、2007年3月には百貨店初となるスイーツのテーマパーク・「スイーツ庭園」をオー
プンするなど個性的な店舗づくりを進めています。 

所在地 ： 〒892－0826 
  鹿児島県鹿児島市呉服町6‐5 
電話番号 ： 099（225）2111

売場面積 ： 78,484㎡ 
2007年度売上高 ： 895億円 
開業年月日 ： 1980（昭和55）年10月1日 

売場面積 ： 21,798㎡ 
2007年度売上高 ： 210億円 
開業年月日 ： 1980（昭和55）年10月1日 

売場面積 ： 15,851㎡ 
2007年度売上高 ： 176億円 
開業年月日 ： 1973（昭和48）年4月8日 

売場面積 ： 27,085㎡ 
2007年度売上高 ： 266億円 
開業年月日 ： 1931（昭和6）年3月17日 

売場面積 ： 22,045㎡ 
2007年度売上高 ： 226億円 
開業年月日 ： 1946（昭和21）年10月6日 

売場面積 ： 38,031㎡ 
2007年度売上高 ： 446億円 
開業年月日 ： 1997（平成9）年9月1日 

売場面積 ： 18,743㎡ 
2007年度売上高 ： 107億円 
開業年月日 ： 1984（昭和59）年10月25日 
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三越国内主要関連事業会社 

＜卸・小売関連事業＞ 

＜不動産関連事業＞ 

その他　1社（フォートナム・アンド・メイソン・ジャパン（株）） 

（株）二幸 

所在地 ： 〒104－8570　東京都中央区豊海町3-16 
電話番号 ： 03（3534）6500

（株）レオテックス 

所在地 ： 〒135－8415　東京都江東区清澄1-3-2 
電話番号 ： 03（3642）5121

レオドール商事（株） 

所在地 ： 〒103－0022　東京都中央区日本橋室町1-6-3  
電話番号 ： 03（3281）0101

（株）レオマート 

所在地 ： 〒100－0004　東京都千代田区大手町2-6-2 
電話番号 ： 03（3270）6151

＜その他関連事業＞ 

その他　3社（名古屋ビルサービス（株）、（株）名古屋三越オペレーションサービス、 
　　　　　　（株）三越フィットネスクラブ） 

＜関係会社＞ 

その他　1社（（株）沖縄三越） 

（株）スタジオアルタ 

所在地 ： 〒160－0022　東京都新宿区新宿2-19-1  
電話番号 ： 03（3350）1200

（株）プロネット 

所在地 ： 〒103－0033　東京都中央区日本橋室町4-3-16  
電話番号 ： 03（3242）2611

（株）エム・ロジスティクス・ソリューションズ 

所在地 ： 〒136－0075　東京都江東区新砂3-4-11  
電話番号 ： 03（5677）8390

（株）三越情報サービス 

所在地 ： 〒134－8610　東京都江戸川区西葛西5-10-24  
電話番号 ： 03（5659）3272

（株）三越不動産 

所在地 ： 〒101－0032　東京都千代田区岩本町2-1-18  
電話番号 ： 03（3851）0565

（株）三越環境デザイン 

所在地 ： 〒100－0004　東京都千代田区大手町2-6-2 
電話番号 ： 03（3242）4481

＜金融サービス関連事業＞ 

（株）三越保険サービス 

所在地 ： 〒100－0004　東京都千代田区大手町2-6-2 
電話番号 ： 03（5255）8811

（株）三越友の会 

所在地 ： 〒103－0022　東京都中央区日本橋室町1-6-3  
電話番号 ： 03（3272）3911

（株）三越パーキングサービス 

所在地 ： 〒103－0022　東京都中央区日本橋室町1-10-1　  
電話番号 ： 03（3270）5088

（株）三越環境ビル管理 

所在地 ： 〒100－0004　東京都千代田区大手町2-6-2 
電話番号 ： 03（3274）7030

（株）プランタン銀座＜持分法適用関連会社＞ 

所在地 ： 〒104－0061　東京都中央区銀座3-2-1  
電話番号 ： 03（3567）0077

（株）うすい百貨店＜持分法適用関連会社＞ 

所在地 ： 〒963－8004　福島県郡山市中町13-1  
電話番号 ： 024（932）0001

セントレスタ（株）＜持分法適用関連会社＞ 

所在地 ： 〒103－0001　東京都中央区日本橋小伝馬町11-9 
電話番号 ： 03（5651）8802

（株）JP物流パートナーズ 

所在地 ： 〒137－8691　東京都江東区新砂2-4-23 
電話番号 ： 03（5665）0912
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伊勢丹本支店 

─伊勢丹グループ─ I S E TA N  G r o u p

本店 

立川店 

吉祥寺店 

松戸店 

浦和店 

相模原店 

府中店 

年間入店客数約3,000万人を数える伊勢丹グループのフラッグシップストア。「世界最高の
ファッションストア」を標榜し、商品・サービス・環境のすべてにおいてインターナショナルで
クオリティの高い店舗づくりをめざしています。本館とメンズ館があり、百貨店業界では衣
料品の売上高日本一を誇っています。 

所在地 ： 〒160-0022  
  東京都新宿区新宿3-14-1 
電話番号 ： 03（3352）1111

1947年に支店第1号として開店以来、立川市の発展とともに歩んできた歴史のある店舗
です。2001年1月には支店の最新モデル店舗として立川駅前に移転してオープン。ます
ます地域のお客さまのご支持をいただいています。 

所在地 ： 〒190-0012  
  東京都立川市曙町2-5-1 
電話番号 ： 042（525）1111

開店以来、武蔵野地区のお客さまに長年ご愛願いただいている高品質な品揃えとサービ
スで、地元に密着した店づくりを進めています。 

所在地 ： 180-0004  
  東京都武蔵野市吉祥寺本町1-11-5 
電話番号 ： 0422（21）1111

1995年10月、地域に根ざした都心型の百貨店として全面的なリモデルに取り組み、約
10,000㎡を増床し、新館をオープン。家族の“きずな”を感じさせる「ファミリー」のための百
貨店づくりをめざしています。 

所在地 ： 〒271-0092  
  千葉県松戸市松戸1307-1 
電話番号 ： 047（364）1111

2006年3月、全館リモデルオープン。近郊にお住まいの、より質の高い生活を求めている
ファミリーや親子三世代のお客さまのご要望にお応えし、「マイストア、マイイセタン」と呼ん
でいただける店をめざしています。 

所在地 ： 〒330-0063  
  埼玉県さいたま市浦和区高砂1-15-1 
電話番号 ： 048（834）1111

1990年の開店以来、地域のお客さまから圧倒的なご支持をいただき、地域密着の都心
型百貨店を実現。本館とA・B館の3館で構成されたフロアはファッションはもちろん、生活
関連商品も充実しています。 

所在地 ： 〒228-0803  
  神奈川県相模原市相模大野4-4-3 
電話番号 ： 042（740）1111

1988年に府中駅南口第二地区市街地再開発事業の核テナントとして選出され、1996年
4月に開店。2006年には第三地区再開発が完成し、近隣でマンション建設ラッシュもあり、
入店客数増につながっています。 

所在地 ： 183-0023  
  東京都府中市宮町1-41-2 
電話番号 ： 042（334）1111

売場面積 ： 64,296㎡ 
2007年度売上高 ： 2,633億円 
開店年月日 ： 1933（昭和8）年9月28日 

売場面積 ： 40,060㎡ 
2007年度売上高 ： 411億円 
開店年月日 ： 1947（昭和22）年10月10日 
現店舗 ： 2001（平成13）年1月24日 

売場面積 ： 20,758㎡ 
2007年度売上高 ： 186億円 
開店年月日 ： 1971（昭和46）年11月10日 

売場面積 ： 33,109㎡ 
2007年度売上高 ： 283億円 
開店年月日 ： 1974（昭和49）年4月19日 

売場面積 ： 30,138㎡ 
2007年度売上高 ： 527億円 
開店年月日 ： 1981（昭和56）年4月22日 

売場面積 ： 40,906㎡ 
2007年度売上高 ： 326億円 
開店年月日 ： 1990（平成2）年9月25日 

売場面積 ： 34,102㎡ 
2007年度売上高 ： 251億円 
開店年月日 ： 1996（平成8）年4月3日 
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伊勢丹国内グループ企業 

ファッションに強い地域一番店を目指し、
2003年9月に、リモデルグランドオープンしま
した。2007年10月で現店舗開店30周年。 

設立年月日 ： 1948（昭和23）年 
  6月10日（（株）田中屋） 
提携年月日 ： 1971（昭和46）年 
  11月28日 

所在地 : 〒420-0031  
  静岡県静岡市葵区呉服町1-7 
電話番号 ： 054（251）2211 
2007年度売上高：245億円 

（株）静岡伊勢丹 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-11  
  白鳳ビル4階 
電話番号 ： 03（3208）5881

（株）センチュリートレーディング 
 カンパニー（輸出入等・卸売業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿3-15-17  
  伊勢丹会館6階 
電話番号 ： 03（3352）8711

（株）伊勢丹会館 
（不動産業） 

所在地 : 〒160-0021  
  新宿区歌舞伎町1-2-2  
  新宿地下駐車場ビル4階 
電話番号 ： 03（3207）2851

（株）伊勢丹スイング 
（スポーツ施設運営） 

所在地 : 〒161-0031  
  新宿区西落合2-18-20  
  伊勢丹落合センター内 
電話番号 ： 03（5996）5112

※2008年7月に三越伊勢丹システム・
ソリューションズに社名を変更 

（株）イセタン・データー・センター 
（情報処理サービス業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-16-10 
電話番号 ： 03（3225）0626

（株）伊勢丹キャリアデザイン 
（総合人材サービス業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル5階 
電話番号 ： 03（3207）8521

（株）伊勢丹ビジネスサポート 
（物流業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿2-19-12  
  静銀ビル4階 
電話番号 ： 03（3357）5981

アールアンドアイダイニング（株） 
（レストラン業）（持分法適用関連会社） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿3-15-17  
  伊勢丹会館7階 
電話番号 ： 03（3354）5802

（株）イセタンクローバーサークル 
（友の会運営） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿2-19-12 
  静銀ビル6階 
電話番号 ： 03（5368）3411

（株）JTB伊勢丹トラベル 
（旅行業）（持分法適用関連会社） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル6階 
電話番号 ： 03（5273）5341

（株）伊勢丹研究所 
（調査・研究受託業） 

所在地 : 〒802-8511  
  福岡県北九州市小倉北区 
  船場町1-1 
電話番号 ： 093(522)3550

（株）井筒屋ウィズカード 
（クレジット・金融業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル8階 
電話番号 ： 03（5273）5770

（株）伊勢丹ビルマネジメント 
サービス（ビルメンテナンス業） 

2004年に開店20周年を迎え、地域一番店
を保持しつづける新潟伊勢丹。さらなる飛
躍のために従業員の意識改革・販売サービ
ス改革・リモデルを実施し、「伊勢丹日本海
側の本店」機能の発揮をめざしています。 

設立年月日 ： 1980（昭和55）年 
  2月21日 
開店年月日 ： 1984（昭和59）年 
  4月3日 

所在地 : 〒950-0909  
  新潟県新潟市中央区八千代1-6-1 
電話番号 ： 025（242）1111 
2007年度売上高：380億円 

（株）新潟伊勢丹 

創業250周年を迎えた2004年3月、本館・新
館を一体化した新本店を開業し、九州No.1
のファッションストアをめざしています。 

創業年月日 ： 1754（宝暦4）年 
設立年月日 ： 1935（昭和10）年 
  5月8日 

所在地 : 〒810-8680  
  福岡県福岡市中央区天神2-5-35 
電話番号 ： 092（721）1111 
2007年度売上高：1,047億円 

（株）岩田屋 

設立年月日 ： 1990（平成2）年 
  10月1日 
開店年月日 ： 1997（平成9）年 
  9月11日 

所在地 : 〒600-8216  
  京都府京都市下京区烏丸通 
  塩小路下ル東塩小路町901番地 
電話番号 ： 075（352）1111 
2007年度売上高：699億円 

（株）ジェイアール西日本伊勢丹 
（持分法適用関連会社） 

2007年新店2店オープン。現在首都圏に21
店舗を展開中。 

所在地 : 160-0022  
  新宿区新宿 5-11-22中島ビル 
電話番号 ： 03（5368）1200 
2007年度売上高：523億円 

（株）クイーンズ伊勢丹 
（スーパーマーケット業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル5階 
電話番号 ： 03（5286）1050 
2007年度売上高：82億円 

（株）マミーナ 
（婦人服専門店業） 

所在地 : 〒160-0022  
  新宿区新宿5-17-18  
  H&Iビル2階～3階 
電話番号 ： 03（5273）6500 
2007年度売上高：134億円 

（株）伊勢丹アイカード 
（クレジット・金融業） 
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アジア地区 

─海外店舗─ O v e r s e a s  S t o r e s  a n d  O f f i c e s

G

E

D

H

C

B

A
F

瀋陽 

●瀋陽伊勢丹 
■瀋陽伊勢丹百貨有限公司 

バンコク 

●バンコク伊勢丹 
■イセタン（タイランド）Co.,Ltd. 
■ITMクローバーCo.,Ltd.

H 台湾 

天津 

●天津伊勢丹 
■天津伊勢丹有限公司 

上海 

●花園飯店三越ショップ 
●上海華亭伊勢丹 
●上海梅龍鎮伊勢丹 
◆三越上海事務所 
■上海錦江伊勢丹有限公司 
■上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司 

クアラルンプール 

●クアラルンプール伊勢丹LOT10店 
●クアラルンプール伊勢丹KLCC店 
●クアラルンプール伊勢丹ザ・ガーデンズ店 
■イセタン オブ ジャパン Sdn.Bhd.

G

E

D

B

A

シンガポール 

●シンガポール伊勢丹・スコッツ店 
●シンガポール伊勢丹・オーチャード店 
●シンガポール伊勢丹・カトン店 
●シンガポール伊勢丹・タンピネス店 
★シンガポール伊勢丹・マンゴブティック 
■イセタン（シンガポール）Ltd. 
■レキシム（シンガポール）Pte.Ltd.

F
C 成都 

●成都伊勢丹 
■成都伊勢丹百貨有限公司 

●新光三越台北南京西路店 
●新光三越台北駅前店 
●新光三越台北信義1号店 
●新光三越台北信義2号店 
●新光三越台北信義3号店 
●新光三越台北信義4号店 
●新光三越台北天母店 
●新光三越桃園店 
●新光三越新竹店 
●新光三越台中店 
●新光三越台南1号店 
●新光三越台南2号店 
●新光三越高雄三多店 
■新光三越百貨股　有限公司 
　＜持分法適用関連会社＞ 
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欧州・米国 

I

I

L
K

N

MJ

アメリカ 

●オーランド三越 
◆ニューヨーク三越事務所 
◆伊勢丹ニューヨーク駐在所 
■米国三越INC.

I スペイン 

●マドリッド三越 
■スペイン三越S.A.

J

フランス 

●パリ三越 
◆伊勢丹パリ駐在事務所 
■フランス三越S.A.S. 
○三越エトワール 

K

イギリス 

●ロンドン三越 
■英国三越LTD.

L

イタリア 

●ローマ三越 
■イセタンイタリアS.r.l. 
■イタリア三越S.P.A.

M

ドイツ 

●デュッセルドルフ三越 
●フランクフルト三越 
●ミュンヘン三越 
■ドイツ三越GmbH

N

●…店舗　★…海外店（専門店・ギフトショップ）　■…海外関係会社　◆…海外駐在事務所　○…その他 
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＜総合ギフト統合2007年度参加百貨店＞ 
（株）伊勢丹、（株）静岡伊勢丹、（株）新潟伊勢丹、（株）小倉伊勢丹（現コレット井筒屋）、（株）岩田屋、（株）ジェイアール西日本伊勢丹、 
（株）丸井今井、（株）名鉄百貨店、（株）天満屋、（株）東武百貨店、（株）井筒屋 

＜食品ギフト統合2007年度参加百貨店＞ 
(株)伊勢丹、(株)静岡伊勢丹、(株)新潟伊勢丹、(株)小倉伊勢丹（現コレット井筒屋）、(株)岩田屋、(株)ジェイアール西日本伊勢丹、(株)丸井今井、
(株)名鉄百貨店、(株)天満屋、(株)高松天満屋、(株)米子しんまち天満屋、(株)東武百貨店、(株)井筒屋、(株)藤崎、(株)松屋、(株)阪急百貨店 

業務提携・アライアンスについて 

三越伊勢丹ホールディングス統合に先立ち、伊勢丹はMDシステムをはじめカードシステム、業務フローの共有化を通じて

他百貨店との協働取組みを行なってきました。これは全国規模での百貨店売上高が減少傾向にある中、志を同じくする企業

との提携を機会に、双方にて利益を享受できる仕組みづくりを通じ顧客満足の最大化を図り、より一層の市場優位性を確保

するためのものです。ここでは、現在までに行なってきた他店との業務提携・アライアンスの内容をお伝えいたします。 

●（株）井筒屋とのシステム統合 

2004年9月、伊勢丹と（株）井筒屋はシステム統合を行ないました。具体的には、伊勢丹が保有するMDシステム、顧客情報分析システムなどを
（株）井筒屋のシステムとして導入したことで、両社のシステム、業務フローを極力統合し、コストの合理化はもちろんのこと、単品管理に基づく
発注をはじめとするMD業務の精度を上げ、お取組先が安心してモノづくりに取り組める、本来あるべきビジネス関係の実現を進めています。 
 

●（株）名鉄百貨店との業務提携 

2005年2月、伊勢丹と（株）名鉄百貨店および名古屋鉄道（株）は、広範囲な業務提携を行うことで合意。この取組みとして、営業本部長をはじ
めとした人材派遣および2006年9月から、提携百貨店で初となる、伊勢丹アイカードシステムの導入を実施。2007年10月にはシステムを統合し
ました。これにより、お互いの業務フローを共有化し、ロットを最大限に活用することで、両社の顧客満足の最大化につながる品揃えの実現、
収益力向上のための協働取組みを進めています。 
 

●（株）丸井今井との業務提携 

2005年5月、伊勢丹は（株）丸井今井からの要請に基づき、（株）丸井今井ならびに北海道マザーランドキャピタルとの3社間で基本合意書を締
結。具体的には伊勢丹から①人材の派遣、②情報システム等営業基盤のトータルパッケージでの導入等を行い、両社の顧客情報収集から計
画、仕入、販売に至る一連の業務の流れを合わせ、（株）丸井今井のMD力の精度向上やシステムコストの合理化を行なっています。またこの
取組みの一環として、2008年5月には伊勢丹アイカードの導入を行ないました。 
なお、2006年6月には、先方からの要請を受け、第三者割当増資を引き受けました。これらは伊勢丹にとっても、サプライチェーン全体の改革に
おいて、一定の影響力を保持することで、お客さまのご要望にお応えする品揃えの実現、収益力向上につながる戦略的な取組みであると考え
ています。 
 

●（株）東急百貨店との業務提携 

2007年3月、伊勢丹と（株）東急百貨店および東京急行電鉄（株）は、伊勢丹と東急百貨店が包括的な業務提携を行なうことで合意し、基本
合意書を締結しました。本提携により首都圏を強みとする両社の店舗網を背景に協働することで、営業全般の精度を上げるとともに、合理化
を図り、お客さまのご要望にお応えする品揃えを実現し、顧客満足の向上を進めてまいります。伊勢丹は東急百貨店に対し人材の派遣を行な
い（2007年4月より）、営業面におけるノウハウの共有化を図った上で数年内に情報システム等の営業基盤を導入していく予定です。 
 
● 食品ギフト統合について 

伊勢丹、A･D･O加盟百貨店で協業し、ギフトビジネスにサプライチェーンマネジメントの概念を取り入れることで、参加する全企業に利益を生み
出す「仕組み」です。そこで生み出された利益を原資に、競争力の高い商品開発を行ない、独自性のある商品で売上を獲得することを目的と
しています。 
 

 

 

 

 

● 総合ギフト統合について 

総合ギフトとは、伊勢丹とA・D・O加盟百貨店が協業し、中元・歳暮の「食品ギフト統合」の基本的な考え方を継承し、「商品・カタログの共通化」
「物流の集約化」「情報の共有化」を行ない、競争優位性のある仕組み＝インフラを構築することで、儀礼ギフトの再構築を図る取組みです。
総合ギフト統合により、取組ロットをまとめることで仕入差益率の改善を図るとともに、サプライチェーン上の無駄を省くことで物流コストを改善、
利益構造の見直しにつなげています。 
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会社概要 （2008年4月現在） 

役　員： 

会社名 
本社所在地 
事務所所在地 
設立 
事業内容 
 
資本金 
連結売上高 

株式会社三越伊勢丹ホールディングス 
〒104-0061　東京都中央区銀座四丁目6番16号 
〒160-0022　東京都新宿区新宿五丁目16番10号 
2008年4月1日 
百貨店業等の事業を行う子会社およびグループ会社の 
経営計画管理ならびにそれに附帯または関連する事業 
500億円 
1兆5,400億円（2009年3月期予測） 

： 
： 
： 
： 
： 
 
： 
： 

発行可能株式総数 
発行済株式の総数 
上場証券取引所 

代表取締役会長執行役員　兼　最高経営責任者（CEO） 
兼　株式会社 伊勢丹　代表取締役社長執行役員 
兼　株式会社 三越　取締役（社外） 
武藤　信一 
 
代表取締役社長執行役員　兼　最高執行責任者（COO） 
兼　株式会社 三越　代表取締役社長 
兼　百貨店事業本部長 
兼　株式会社 伊勢丹　取締役（社外） 
石塚　邦雄 
 
取締役 
兼　株式会社 伊勢丹　代表取締役専務執行役員　営業本部長 
二橋　千裕 
 
取締役　兼　株式会社 三越　代表取締役会長 
天野　公平 
 
取締役専務執行役員　経営戦略本部長 
兼　株式会社 伊勢丹　取締役専務執行役員 
総合企画部担当･経理部担当･関連事業部担当 
高田　信哉 
 
取締役常務執行役員　管理本部長 
兼　株式会社 三越　取締役 
赤松　憲 
 
取締役（社外） 
畔柳　信雄 
 
取締役（社外） 
宮村　眞平 
 
取締役（社外） 
池田　守男 

常勤監査役　兼　株式会社 三越　監査役（社外） 
二瓶　郁夫 
 
常勤監査役　兼　株式会社 伊勢丹　監査役（社外） 
阿部　健一 
 
監査役（社外） 
北山　禎介 
 
監査役（社外）　兼　株式会社 伊勢丹　監査役（社外） 
飯島　澄雄 
 
 
 
 
専務執行役員営業政策本部長 
兼　株式会社 伊勢丹 取締役専務執行役員　総務部担当 
大川　惠之輔 
 
常務執行役員営業政策本部副本部長 
兼　プロジェクト推進部長　兼　株式会社 三越　取締役 
重松　健 
 
執行役員経営戦略本部経営企画部長 
和田　秀治 
 
執行役員経営戦略本部企画推進部長 
白井　俊徳 
 
執行役員経営戦略本部関連事業部長　兼　事業企画グループ長 
鈴木　庸 
 
執行役員営業政策本部営業政策部長 
宮川　理一郎 
 
執行役員営業政策本部店舗運営部長 
瀧野　良夫 
 
執行役員管理本部総務部長 
山崎　茂樹 
 
執行役員管理本部業務部長 
中村　正秀 
 

15億株 
3億8,784万8,182株 
東京証券取引所　市場第一部 

： 
： 
： 

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社 
〒100-8212　 
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 

： 

株式の状況 （2008年4月1日現在） 
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